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田原市のまちづくり
平成30年度予算　主な取り組み
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大丈夫、楽しいよ♪



《
施
政
方
針
の
要
旨
》

　
わ
が
国
で
は
、
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
総
人
口
の
１
割
以
上
が
東
京
都
の
人
口
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
他
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
愛
知
県
も
人
口
の
集
中
地
区

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
県
内
に
お
い
て
は
、
尾
張
・
西
三
河
地
域
へ
の
人

口
集
積
は
続
く
も
の
の
、
東
三
河
地
域
、
と
り
わ
け
、
山
間
部

や
太
平
洋
沿
岸
地
域
は
、
年
々
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。  

　
こ
う
し
た
中
、
本
市
の
財
政
状
況
は
、
中
期
財
政
計
画
の
と

お
り
、
法
人
市
民
税
率
の
引
き
下
げ
や
、
合
併
算
定
替
の
縮
減

に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減
少
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
減
収
に
伴

い
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

回
復
基
調
に
あ
っ
た
歳
入
も
、
平
成
32
年
度
に
は
２
５
０
億
円

台
に
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

  
予
算
規
模
が
収
縮
す
る
中
、
難
し
い
舵
取
り
で
は
あ
り
ま
す

が
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
生
か
し
、「
田
原
市
改
定
版

第
一
次
総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
将
来
都
市
像
の
実
現
と
、「
田

原
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
活
性
化
策
を
推
進
し
、「
元
気
な
渥
美
半
島
づ
く
り
」

を
目
指
し
ま
す
。

＊　
＊　
＊

　
平

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
昌
の
冬
季
五
輪
で
は
、
日
本
選
手
も
か
つ
て
な
い
好
成
績

を
残
し
ま
し
た
。
政
治
体
制
、
宗
教
、
人
種
な
ど
を
超
え
、
同

じ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
力
の
限
り
競
技
す
る
姿
を
見
て
、
ス
ポ
ー
ツ

の
素
晴
ら
し
さ
、
影
響
力
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
９
月
に
は
、
本
市
で
国
際
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
主
催
の

「
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
大
会
を
、
単
な
る
一
過
性
の
も
の
と
し
て
終
わ

ら
せ
ず
、
サ
ー
フ
ィ
ン
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
起
爆
剤
と
し
て
、

サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想
を
は
じ
め
、
産
業
、
教
育
、
福
祉
、
そ
し

て
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、大
会
の
成
功
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊　
＊　
＊ 

　
平
成
30
年
度
は
、
総
合
計
画
も
５
年
目
、
総
合
戦
略
も
４
年

目
の
年
と
な
り
ま
す
。
今
年
は
、将
来
に
向
け
た
人
口
増
施
策
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
行

政
基
盤
づ
く
り
の
３
点
を
市
政
運
営
の
柱
に
掲
げ
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

 

＊　
＊　
＊

　
「
風
」
と
「
波
」
は
、
渥
美
半
島
・
田
原
市
の
「
強
み
」
を

語
る
上
で
、
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。「
風
」
と
い
う
資
源
を

生
か
す
こ
と
で
、「
環
境
に
や
さ
し
く
持
続
可
能
な
都
市
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
田
原
市
」
と
い
う
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
に
誇
る
べ
き
「
波
」
が
あ
っ
て
こ
そ
、
田
原
市

に
、
今
回
、
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス
が
も
た
ら
さ
れ

る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。
出
場
す
る
選
手
の
皆
さ
ん
が
、
果

敢
に
「
波
」
に
立
ち
向
か
い
、
巧
み
に
「
波
」
を
捉
え
、
華
麗

に
「
波
」
に
乗
る
よ
う
に
、
田
原
市
を
全
国
に
、
そ
し
て
世
界

に
向
か
っ
て
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
一
年
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

＊　
＊　
＊

　
厳
し
い
財
政
状
況
に
直
面
し
て
い
く
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

田
原
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
強
み
を
最
大
限
に
生
か
し
、「
世
界
に

輝
き
」
そ
し
て
「
将
来
に
つ
な
ぐ
」
た
め
の
予
算
と
し
て
、
平

成
30
年
度
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

❖
施
政
方
針
の
全
文
は
、市
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

田原市のまちづくり
平成30 年度

　２月27日（火）に開会した田原市議会第１回定例会の冒
頭、山下政良市長は、平成３０年度の市政運営を明らかに
する施政方針を説明しました。平成３０年度予算案も原案
どおり可決されましたので、施政方針の要旨と新年度予算
の概要をお知らせします。

１
０
０
５
５
０
２
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《
予
算
の
概
要
》

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
前
年
度
比
13
億

６
０
０
０
万
円
増
の
２
８
９
億
４
０
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額

は
約
４
２
１
億
円
で
、
介
護
保
険
の
広
域
化

に
伴
う
特
別
会
計
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
よ
り
も
約
47
億
円
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▪
歳
入

　
法
人
市
民
税
や
国
の
大
規
模
補
助
事
業
に
伴

う
県
支
出
金
の
増
加
な
ど
に
加
え
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
の
繰
入
金
や
市
債
な
ど
に
よ
り
重
点

投
資
の
財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

▪
歳
出

　
介
護
保
険
の
広
域
化
や
国
の
大
規
模
補
助
事

業
な
ど
の
臨
時
的
な
要
因
に
よ
り
、
民
生
費
と

農
林
水
産
業
費
が
大
き
く
増
加
し
ま
し
た
。

▪
平
成
30
年
度
の
基
本
方
針

　
◦
将
来
に
向
け
た
人
口
増
施
策

　
◦
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

　
◦
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
行
政
基
盤
づ

　
く
り

▼
財
政
課
☎
27‐８
６
０
１

▪市税の内訳

※グラフおよび表中の予算額は１万円未満が切り捨ててあ
るため、合計額とは一致しない場合があります。

▪会計別予算

▪一般会計の内訳

会計名 予算額 対前年度伸率

◦一般会計 289 億  4,000 万円 　4.9％

◦特別会計 111 億  8,983 万円 △ 34.5％

内　
訳

国民健康保険 77 億  5,676 万円 △ 15.9％

公共下水道事業 18 億  8,549 万円 8.3％

農業集落排水事業 6 億  2,420 万円 7.1％

田原福祉専門学校 1 億  3,125 万円 △   4.8％

後期高齢者医療 7 億  9,212 万円 △   0.1％

◦水道事業会計 19 億  7,920 万円 △   6.6％

合計 421 億   904 万円 △ 10.0％

税目名 予算額 対前年度伸率
◦市民税 68 億  4,230 万円 21.0％
内 

訳
個人市民税 37 億  2,300 万円 6.9％
法人市民税 31 億  1,930 万円 43.5％

◦固定資産税 72 億  7,300 万円 △ 　0.9％

内　
訳

土地 19 億 円 △ 　1.6％
家屋 22 億  6,000 万円 △ 　4.2％
償却資産 29 億  7,000 万円 2.2％
滞納繰越分 3,400 万円 13.3％
交付金 1 億     900 万円 △ 　1.8％

◦軽自動車税 2 億     400 万円 5.2％
◦市たばこ税 3 億  9,200 万円 △    9.5％
◦鉱産税 10 万円 0.0％
◦入湯税 1,900 万円 5.6％
◦都市計画税 5 億     500 万円 △ 　2.1％

合計 152 億 3,540 万円 7.6％

田原市のまちづくり
平成30年度

土木費

民生費

総務費

商工費

衛生費

その他

公債費

86億2,286万円

30億6,904万円

34億1,211万円

31億1,895万円

28億8,122万円

2億8,660万円7億5,532万円

14億8,829万円

29.8%

10.6%

11.8%

10.8%

9.9%

1.0%2.6%

5.1%

農林水産業費

27億820万円
9.4%

消防費

25億9,737万円
9.0%

289億4,000万円
100％

歳出
合計

教育費

市税

繰越金

　国庫支出金

県支出金

諸収入

152億3,540万円

7億円

22億2,341万円

25億6,478万円

52.6%

2.4%

7.7%

8.9%

16億8,500万円
5.8%

2.6%
3.7%その他 

10億5,125万円

289億4,000万円
100％

歳入
合計

11億1,000万円
3.8%

使用料および手数料

8億4,392万円
2.9%

市債

15億2,700万円
5.3%

繰入金12億5,313万円
4.3%

　地方交付税

地方消費税交付金
7億4,608万円

※ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ
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◉
将
来
に
向
け
た
人
口
増
施
策

▪
「
定
住
・
移
住
促
進
」「
交
流
人
口
の
拡
大
」

　

国
際
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟

主
催
で
世
界
最
高
峰
の
大

会
と
い
わ
れ
る
ワ
ー
ル
ド

サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス
を

９
月
15
日
～
22
日
に
赤
羽

根
地
区
で
開
催
し
、
本
市

や
海
に
親
し
む
ス
ポ
ー
ツ

の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信

し
ま
す
。
※
日
本
で
は
28

年
ぶ
り
の
開
催

　
　

全
国
丼
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催 

８
４
０
万
円

　
全
国
丼
サ
ミ
ッ
ト
を
11
月
10
・
11
日
に
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た

は
ら
で
開
催
し
、
本
市
や
渥
美
半
島
ど
ん
ぶ
り
街
道
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。
※
収
穫
祭
と
同
時
開
催

　
道
の
駅
あ
か
ば
ね
ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
フ
ラ
ワ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
発
信
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
、
花
を
活
用
し
た
加
工
・

販
売
・
流
通
・
６
次
産
業
化
な
ど
の
新
た
な
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　介護保険の広域化や国の大型補助事業などの臨時的な要因により、財
政規模は一時的に増加となりました。今後は、地方交付税の合併算定替の
縮減に加えて、税制改正による法人市民税の減収も重なり、財政規模は縮
小傾向にあると予想されますので、行政サービスの最適化を図るととも
に、将来を見据えた地域づくりに取り組むための予算編成を行いました。
　ここでは、主な事業と予算額をご紹介します。
※金額は10万円未満切り捨て

▼財政課☎27‐8601 

平成 30 年度予算  主な取り組み

世界に輝き、
将来につなぐ 予算

　
　

花
の
販
売
拠
点
の
整
備　
　
　
　
１
０
０
０
万
円

▪
雇
用
創
出

　
農
業
者
や
漁
業
者
の
担
い
手
育
成
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
新
規
就
農
者
を
確
保
す
る
た
め
、
農
業
現
場
で
の
研
修

を
希
望
す
る
就
農
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
農
業
者
を
支
援
し

ま
す
。

　
花
き
の
電
照
栽
培
に
利
用
す
る
電
球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
替

え
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
低
コ
ス
ト
化
農
業
を
推
進
し

ま
す
。 

　
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
者
を
中
心
に
、
首

都
圏
外
食
フ
ェ
ア
や
首
都
圏
バ
イ
ヤ
ー
商
談
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
総
合
的
な
支
援
窓
口
を
開
設
す
る
な
ど
、
人
材

育
成
、
商
品
開
発
か
ら
販
路
開
拓
ま
で
を
総
合
的
に
支
援
し

ま
す
。

　
　
担
い
手
の
育
成
支
援 

90
万
円

　
　
低
コ
ス
ト
化
の
推
進 

２
５
０
万
円

　
　
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

９
４
０
万
円 

　
　
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス
の
開
催

 

９
０
８
０
万
円

◦昨年のフランス大会の様子

新規新規

拡充拡充

新規

新規
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◉
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

▪
安
心
し
て
住
め
る・住
ん
で
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
医
師
空
白
地
域
で
あ
る
赤
羽

根
地
区
に
公
設
民
営
の
診
療
所

を
開
所
し
ま
す
。
厚
生
連
渥
美

病
院
が
指
定
管
理
者
と
な
っ
て

運
営
し
ま
す
。
※
場
所
は
赤
羽

根
福
祉
セ
ン
タ
ー
旧
保
健
セ
ン

タ
ー
部
分

　
女
性
消
防
団
員
を
新
た
に
任
用
し
、
救
命
講
習
の
指
導
や

各
種
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、
女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か

な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。
大
規
模
災
害
時
に
は
後
方
支
援

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
車
両
や
消
防
団
車
両
、

救
急
車
両
の
更
新
、
消
防
団
詰

所
車
庫
の
整
備
、
消
防
団
員
へ

の
新
基
準
活
動
服
の
貸
与
な
ど
、

消
防
力
の
よ
り
一
層
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

▪
若
い
世
代
の
出
産
・
子
育
て
環
境
の
充
実

　

三
河
田
原
駅
前
に
、
子
育
て

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て

支
援
ル
ー
ム
な
ど
の
機
能
を
備

え
た
親
子
交
流
施
設
を
整
備
し
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
街

を
目
指
し
ま
す
。

　
初
産
妊
婦
へ
の
全
戸
訪
問
や
、
産
後
ケ
ア
に
よ
る
育
児
支

援
、
産
婦
の
健
康
診
査
費
用
の
一
部
助
成
な
ど
、
安
心
し
て

妊
娠
・
出
産
・
育
児
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　　
子
育
て
世
代
の
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
未
就
学
児
の
市
独
自
減
免
を
実
施
し
ま
す
。

▪
教
育
環
境
の
充
実

　
平
成
31
年
度
か
ら
の
伊
良
湖
岬
中
学
校
と
の
統
合
に
向
け

て
、
生
徒
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
学
校
施
設
を
改
修
整
備
し

ま
す
。

　
平
成
32
年
度
か
ら
の
小
学
校
で
の
英
語
の
教
科
化
に
備

え
、
移
行
期
対
応
英
語
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
外
国

語
教
育
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
安
定
し
た
質

の
高
い
授
業
を
目
指
し
ま
す
。

　
問
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
が
落
ち
着
い
て
学
習
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や

特
別
支
援
教
育
特
別
支
援
員
を
増
員
し
、
支
援
体
制
を
強
化

し
ま
す
。

◉
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と

　
行
政
基
盤
づ
く
り

　
田
原
斎
場
・
渥
美
斎
場
を
集
約
し
た
新
斎
場
建
設
に
向
け

て
、
造
成
工
事
な
ど
に
着
手
し
ま
す
。

　
２
月
か
ら
始
ま
っ
た
家
庭
系
ご
み
有
料
化
に
よ
り
、
費
用

負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
ご
み
減

量
・
資
源
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
　

消
防
力
の
強
化 

１
億
７
６
２
０
万
円

　
　

母
子
保
健
の
推
進 

３
６
０
万
円

　
　

親
子
交
流
施
設
の
整
備 

７
億
６
０
５
０
万
円

　
　

赤
羽
根
診
療
所
の
開
所 

６
３
９
０
万
円

　
　

女
性
消
防
団
員
の
任
用 

１
２
０
万
円

　
　

新
斎
場
の
建
設 

２
億
４
７
５
０
万
円

　
　

学
校・家
庭・地
域
の
連
携
に
よ
る
教
育
支
援 

 

１
１
２
０
万
円

　
　

国
民
健
康
保
険
税
の
市
独
自
減
免 

８
７
０
万
円

　
　

福
江
中
学
校
の
整
備 
８
５
０
０
万
円

　
　

英
語
教
育
の
推
進 

２
０
０
０
万
円

　
　

ご
み
減
量・資
源
化
の
推
進 

６
８
０
０
万
円

新規

拡充

拡充

継続

継続

新規

新規新規新規

拡充拡充

広報たはら  平成30年4月│    │5



実
施
計
画
は
、田
原
市
総
合
計
画

に
定
め
た
施
策
の
実
現
の

た
め
に
、中
期
的
な
財
政
の
見
通
し
に
基

づ
き
、向
こ
う
３
年
間
の
重
点
事
業
の
方

向
性
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。財
政
状
況

や
事
業
の
進
捗
に
伴
い
、毎
年
度
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▪
財
政
の
見
通
し

【
歳
入
】法
人
市
民
税
や
地
方
交
付
税
が

減
少
す
る
た
め
、財
政
規
模
が
縮
小
し
ま

す
。市
債
は
、学
校
建
設
な
ど
の
大
型
事
業

に
対
し
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
た
め
、

一
時
的
に
増
加
し
ま
す
。

【
歳
出
】市
職
員
な
ど
の
人
件
費
は
減
少

傾
向
で
す
が
、高
齢
化
の
進
展
で
、福
祉
や

医
療
に
か
か
る
扶
助
費
が
増
加
し
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
、一
時
的
に
増
加
し
ま
す

が
、翌
年
度
以
降
、減
少
し
ま
す
。

▪
重
点
的
に
取
り
組
む
分
野

　

• 

農
商
工
業
振
興  

・ 

観
光
推
進

   • 

定
住・移
住
促
進 

・ 

子
育
て
支
援

　

• 

地
域
医
療
充
実  

・ 

教
育
環
境
向
上

　

• 

市
街
地
活
性
化  

・ 

防
災
対
策

▼
企
画
課
☎
23‐３
５
０
７

今
後
３
年
間
の
重
点
事
業
の
方
向
性

「
第
12
期
実
施
計
画
」

１
０
０
２
３
０
７

■平成30～32年度　中期財政計画（一般会計当初予算）

介
護
保
険
制
度
は
、高
齢
者

を
支
え
る
制
度
と
し

て
定
着
し
な
が
ら
も
、介
護
給
付
費

の
増
加
を
は
じ
め
、克
服
す
べ
き
課

題
が
多
い
状
況
で
あ
り
、安
定
し
た

介
護
保
険
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
と

し
た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
三
河
広
域
連
合
で
は
、東
三
河

地
域
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
課
題
に
地
域
全
体
で
対
応

し
て
い
け
る
よ
う
、介
護
保
険
制
度

を
統
合
し
、４
月
か
ら
運
営
し
て
い

ま
す
。

▪
申
請
な
ど
の
窓
口

　
今
ま
で
ど
お
り
市
町
村
で
手
続
き

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
種
申
請
や
、困
り
ご
と
な
ど
の

相
談
に
つ
い
て
も
、引
き
続
き
お
近

く
の
市
町
村
窓
口
で
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▪
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

今
ま
で
受
け
て
い
た
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
は
、特
別
な
申
請
を
す
る
こ

と
な
く
、引

き
続
き
ご

利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　
た
だ
し
、

３
月
に
発

送
し
た
新
し
い
被
保
険
者
証
に
つ
い

て
は
、担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や

施
設
の
担
当
者
に
提
示
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

▪
制
度
改
正
に
つ
い
て

　

８
月
か
ら
、２
割
負
担
の
方
の
う

ち
、特
に
所
得
の
高
い
方
の
負
担
割

合
が
３
割
と
な
り
ま
す
。

▼
東
三
河
広
域
連
合
介
護
保
険
課

☎（
０
５
３
２
）26‐８
４
６
０

▼
高
齢
福
祉
課
☎
23‐３
２
１
７

東
三
河
地
域
の
介
護
保
険
事
業
は

４
月
か
ら
統
合
さ
れ
ま
し
た

0

50

100

150

200

250

300

H32年H31年H30年
0

50

100

150

200

250

300

H32年H31年H30年

■建設事業費など

■公債費

■扶助費

■人件費

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

そ
の
他
経
費

投
資
的
経
費

義
務
的
経
費

そ
の
他
経
費

投
資
的
経
費

義
務
的
経
費

そ
の
他
経
費

自
主
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

投
資
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
経
費

■他会計繰出金

■補助費・積立・
　出資など

■物件費・
　維持補修費

自
主
財
源

■その他

■繰入金など

■市税

依
存
財
源

■市債

■地方交付税
　など

（億円） （億円）《歳出》 《歳入》

◉
３
割
負
担
と
な
る
方

　
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
２
２
０
万

円
以
上
で
、
同
じ
世
帯
の
65
歳
以
上

の
方
の
「
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計

所
得
金
額
」
が
単
身
で
３
４
０
万
円

以
上
、
２
人
以
上
世
帯
で
４
６
３
万

円
以
上
の
方
。
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※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

医
師
空
白
地
域
と
な
っ
て
い
た

赤
羽
根
地
域
の
医
療
体
制

の
充
実
を
図
る
た
め
に
、こ
れ
ま
で
準
備

を
進
め
て
き
た
赤
羽
根
診
療
所
が
４
月
１

日（
日
）に
開
所
し
、２
日（
月
）か
ら
診
療

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

医
師
は
、腎
臓
内
科
が
専
門
の
浅
野
医

師
が
着
任
し
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
た
い
と
願
う
皆
さ
ん
の
在
宅
生
活

を
支
え
る
た
め
、診
療
所
で
の
外
来
診
療

の
他
、患
者
の
状
態
に
応
じ
て
※
訪
問
診

療
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

処
方（
お
薬
）は
、診
療
所
近
く
に
調
剤

薬
局
が
な
い
た
め
院
内
処
方
と
し
、診
療

所
で
お
渡
し
し
ま
す
。（
希
望
に
よ
り
調
剤

薬
局
で
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）      

 

地
域
医
療
の
確
保
の
た
め

田
原
市
赤
羽
根
診
療
所
が
開
所

日
頃
か
ら
何
で
も
相
談
で
き
、必
要
な
と

き
に
専
門
医
や
専
門
の
医
療
機
関
に
紹
介

で
き
る
、身
近
で
頼
り
に
な
る「
か
か
り
つ

け
医
」と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
訪
問
診
療

　

在
宅
療
養
を
行

う
患
者
で
あ
っ
て
、

疾
病
・
傷
病
の
た
め

通
院
が
困
難
な
方

に
対
し
て
定
期
的

に
訪
問
し
て
診
療

を
行
う
こ
と
。

　田原市赤羽根診療所の概要
◦住所・電話番号
　赤羽根町赤土１番地
　（赤羽根福祉センター旧保健

センター部分）
　☎45-3505（予約不要）

◦診療日
　月～金曜日　（土、日・祝日を除く）

◦診療時間・受付時間

◦運営
　ＪＡ愛知厚生連渥美病院（指定管理者）

◦設置者
　田原市（担当：健康課）

医師紹介
ごあいさつ
このたびご縁があり、この地で勤務させ
ていただくことになりました。この地域の
医療に少しでも貢献できるよう精進しま
すのでよろしくお願いいたします。

略歴
◦昭和 45 年
　豊橋市で生まれる
◦平成７年３月
　藤田保健衛生大学医学部医学科卒業
  ＪＡ岐阜厚生連東濃厚生病院勤務を経て、田原市赤羽根診療所へ

 ●赤羽根診療所の外観

大石

赤羽根
福祉センター赤羽根

市民センター

N

42

待合室WC

WC

受付

調剤室 出入口

診
察
室

診
察
室

Ｘ
線
室

処
置
室

 ●診療所の内部（待合室）

医師

浅
あ さ の

野 慎
し ん す け

介

診療時間 受付時間

午前９時～正午 午前９時～ 11 時 30 分

午後３時～７時 午後３時～６時

診療所内部見取図
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国
際
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
（
以
下
：
Ｉ
Ｓ

Ａ
）
が
主
催
す
る
「
サ
ー
フ
ィ
ン
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
い
わ
れ
る
世
界
最
高

峰
の
大
会
「
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー

ム
ス
」
の
本
市
開
催
に
向
け
、
２
月
19
日

（
月
）、
大
会
運
営
を
行
う
「
２
０
１
８ 

Ｉ
Ｓ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス

実
行
委
員
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
や

愛
知
県
、本
市
の
関
係
者
の
他
、市
内
サ
ー

フ
ィ
ン
団
体
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
観

光
・
経
済
団
体
な
ど
の
代
表
者
が
委
員
と

し
て
出
席
し
、
大
会
の
開
催
に
向
け
て
、

事
業
計
画
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
具
体
的
な
内
容
は
、
今
後
実
施

さ
れ
る
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
現
地
視
察
な
ど
を
経

て
、
順
次
決
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
、
随

時
、
広
報
た
は
ら
や

市
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

▼
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン

ゲ
ー
ム
ス
準
備
室

☎
23‐３
５
２
８

１
０
０
５
２
７
１

ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス

９
月
開
催
に
向
け
テ
イ
ク
・
オ
フ
！

現
教
育
長
の
花
井
隆
氏
の
任
期
が
3

月
末
を
も
っ
て
満
了
し
た
こ
と
に

伴
い
、
２
月
27
日
（
火
）
に
開
か
れ
た
市

議
会
第
１
回
定
例
会
で
、
同
氏
が
教
育
長

に
再
任
さ
れ
る
こ
と
の
同
意
を
得
て
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
４
月
１
日
か
ら

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

▼
人
事
課
☎
23‐７
４
０
４

教
育
長
に
花
井
隆
氏

花井 隆
たかし

氏

本市広報紙が県広報コンクール
で特選を受賞
　平成29年度愛知県広報コンクールの「広報紙（市部）」
部門において、広報たはら平成29年8月号の特集が「特
選」を受賞しました。
　「特集　ママを笑顔にみんなで子育て」は、「“今どきの
子育て事情”を主題として、多様な視点による取材の成
果が展開される構成が、読み応えのある魅力的な内容で
ある」と評価されました。
　なお、今回受賞した広報紙は、平成30年全国広報コン
クールへ推薦されました。
▶広報秘書課☎22-0138

▲広報たはら平成29年8月号の特集

▲第１回実行委員会（田原市役所）

▲大会事前PRポスター

1005541

マ
マ
を
笑
顔
に

み
ん
な
で
子
育
て

赤
ち
ゃ
ん
は
天
使
の
よ
う
な

存
在
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が

笑
う
だ
け
で
み
ん
な
が
幸
せ
に
な

れ
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　出
産
後
、
退
院
し
て
自
宅
に
戻

れ
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
中
心
の
生
活
が

待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

入
院
が
短
期
間
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
出
産
後
の
体
調
が
す
ぐ
れ

な
い
中
で
育
児
と
向
き
合
わ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　生
ま
れ
て
数
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん

は
外
の
環
境
に
慣
れ
る
ま
で
、
昼

夜
を
問
わ
ず
泣
き
ま
す
。「
オ
ム

ツ
か
な
」「
お
腹
が
す
い
て
い
る

の
か
な
」「
暑
い
の
か
な
」「
さ
み

し
い
の
か
な
」。
い
ろ
い
ろ
試
し

て
な
だ
め
続
け
て
も
、
甲
高
く
泣

き
続
け
る
赤
ち
ゃ
ん
。

　「ど
う
し
て
泣
く
の
」「
私
の
何
が

い
け
な
い
の
」と
自
分
が
責
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
逃
げ
出

し
た
く
な
る
、
そ
ん
な
自
分
を
母

親
失
格
と
責
め
て
し
ま
う
。
き
っ

と
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た

こ
と
、
子
ど
も
を
育
て
た
人
な
ら

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
ど
き
の
子
育
て
事
情

　　核
家
族
化
や
少
子
化
が
進
行

し
、
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
っ
て
い
る
現
代
で
は
、

昔
よ
り
も
育
児
の
孤
立
化
が
進

み
、
子
育
て
環
境
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　ま
た
、忙
し
い
毎
日
の
中
、ゆ
っ

た
り
と
し
た
気
持
ち
で
育
児
に
向

き
合
う
こ
と
は
そ
う
簡
単
に
で
き

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
。

そ
れ
は
、
赤
ち
ゃ
ん
は
「
抱
き
し

め
る
」「
あ
や
す
」「
寝
か
す
」
な

ど
毎
日
の
何
気
な
い
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
、
家
族
か
ら
の
愛
を
感
じ

る
と
い
う
こ
と
。
愛
さ
れ
る
感
覚

は
、
子
ど
も
の
将
来
の
人
格
形
成

の
基
礎
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　現
代
社
会
で
、
日
々
困
難
と
向

き
合
う
マ
マ
が
、
ど
う
し
た
ら
笑

顔
で
赤
ち
ゃ
ん
と
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
の
か
。

　マ
マ
が
今
、
何
を
必
要
と
し
て

い
る
の
か
、
マ
マ
を
取
り
巻
く
周

り
の
人
々
は
何
を
し
た
ら
よ
い
の

か
、
考
え
て
み
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
。

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
一
緒
。

と
て
も
幸
せ
で
満
ち
足
り
た
日
々
。

で
も
、
幸
せ
だ
か
ら
こ
そ
、
口
に
出
せ
な
い
悩
み
が
あ
る
。

マ
マ
だ
っ
て
人
間
。

疲
れ
て
い
る
し
、
不
安
も
あ
る
。

そ
ん
な
マ
マ
に
寄
り
添
い
た
い
。
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平
成
31
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
田

原
市
職
員
採
用
試
験
は
、7
月
に

実
施
予
定
の「
一
般
採
用
試
験
」に
加
え
、

変
革
力
を
持
つ
個
性
豊
か
な
職
員
を
採
用

す
る
た
め
の「
総
合
能
力
試
験
」を
5
月
26

日（
土
）に
行
い
ま
す
。こ
れ
は
、一
般
的
な

公
務
員
試
験
で
は
な
く
、民
間
企
業
で
多

く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

【
総
合
能
力
試
験
】

▪
募
集
内
容

職
種
／
採
用
予
定
人
数
＝【
事
務
職
】７

名
程
度【
技
術
職（
土
木・建
築
／
保
健

師
）】若
干
名【
消
防
職
】4
名
程
度　
資

格
要
件
＝【
事
務
職
お
よ
び
技
術
職
】平

成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

（
保
健
師
は
保
健
師
資
格
を
有
す
る
方

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方
）【
消
防
職
】

平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
▪
第
１
次
試
験

期
日
＝
５
月
26
日（
土
）　

場
所
＝
市

役
所　
試
験
内
容
＝
性
格
検
査（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
事
前
に
実
施
）、基

礎
能
力
検
査
お
よ
び
面
接
試
験

▪
第
２
次
試
験

第
１
次
試
験
の
合
格
者
を
対
象
に
、適

性
検
査
、作
文
試
験
お
よ
び
面
接
試
験

を
実
施
／
期
日・場
所
は
後
日
通
知

▪
第
３
次
試
験

第
２
次
試
験
の
合
格
者
を
対
象
に
、面
接

試
験
を
実
施
／
期
日・場
所
は
後
日
通
知

▪
申
込

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、持

参
ま
た
は
郵
送・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
／

募
集
要
項
、受
験
申
込
書
な
ど
は
市
役
所
人

事
課・市
Ｈ
Ｐ
に
て
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
申
し
込
み
は
、市
Ｈ
Ｐ
で
案
内

▪
受
付
期
間

４
月
13
日（
金
）～
５
月
7
日（
月
）／
窓
口

は
、平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

／
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
消
印
有
効

【
一
般
採
用
試
験
】

６
月
１
日（
金
）募
集
開
始
予
定
／
職
種

は
、事
務
職
、技
術
職
、保
育
職
、消
防
職

な
ど
／
詳
細
は
広
報
た
は
ら
６
月
号・

市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

※
総
合
能
力
試
験
と
の
併
願
不
可

▼
人
事
課
☎
23‐７
４
０
４

（
〒
４
４
１
‐３
４
９
２　
住
所
不
要
）

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

１
０
０
４
８
７
７

田
原
市
職
員
を
募
集
！

（
平
成
31
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

　

  

子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
へ

定
住
の
た
め
の
住
宅
取
得
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
！

　
本
市
で
は
人
口
増
加
と
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
田
原
市
定
住
・
移
住
促
進
奨
励
金
」

制
度
を
継
続
し
、
本
市
へ
の
定
住
・
移
住
を
応
援
し
ま
す
。

▪
対
象
住
宅

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

の
期
間
に
自
ら
取
得（
権
利
登
記
）す
る
新
築
住
宅
ま

た
は
建
売
住
宅
で
、次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の

　
◦
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
確
認
済・検
査
済
の
物
件

　
◦
居
住
用
面
積
が
70
㎡
以
上

　
◦
取
得
価
格
が
５
０
０
万
円
以
上

※
住
宅
ま
た
は
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
が
対
象

※
既
存
住
宅
の
増
改
築
は
対
象
外

▪
対
象
者（
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
方
）

　
◦
申
請
者
本
人
ま
た
は
配
偶
者
が
45
歳
以
下
の
方

　
◦
対
象
住
宅
の
所
有
権
を
２
分
の
１
以
上
有
す
る
方

▪
奨
励
金

　
①
市
外
に
１
年
以
上
居
住
し
転
入【
20
万
円
】　

　
②
市
内
の
社
宅・賃
貸
住
宅
な
ど
に
５
年
以
上
居
住
し
転
居【
20
万
円
】

　
③
右
記
①・②
以
外【
10
万
円
】

▪
奨
励
金
へ
加
算
さ
れ
る
額

　
◦
義
務
教
育
終
了
前
の
子
が
同
居【
10
万
円
】

　
◦
赤
羽
根・福
江
市
街
化
区
域
、夕
陽
が
浜
、光
崎
で
取
得【
10
万
円
】

　
◦
市
内
建
設
業
者
が
建
築【
20
万
円
】

▪
交
付
の
条
件

　
◦
取
得
後
５
年
以
上
定
住
す
る
こ
と

　
◦
世
帯
全
員
に
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と　
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、市
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
人
口
増
企
画
室
☎
23-

３
７
２
８

１
０
０
３
６
４
８

最高
60万円
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▪
開
催
期
日

　
９
月
９
日（
日
）

▪
競
技
内
容

【
Ａ
タ
イ
プ
】92・25
㎞

　
（
Ｓ
：
２・25
㎞
、Ｂ
：
70
㎞
、Ｒ
：
20
㎞
）

【
Ｂ
タ
イ
プ
】53・５
㎞

　
（
Ｓ
：
１・５
㎞
、Ｂ
：
42
㎞
、Ｒ
：
10
㎞
）

▪
募
集
人
数　
　

【
Ａ
タ
イ
プ
】５
０
０
名

【
Ｂ
タ
イ
プ
】５
０
０
名

※
ふ
る
さ
と
納
税
枠
と
し
て
各
タ
イ
プ
50
名
ず
つ
。

※
Ａ
タ
イ
プ
の
み
Ｊ
Ｔ
Ｕ（
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
連
合
）の
ロ
ン
グ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
エ
イ
ジ
ラ
ン

キ
ン
グ
対
象
大
会
。参
加
に
は
Ｊ
Ｔ
Ｕ
会
員
資

格
が
必
要
。た
だ
し
、市
内
在
住
の
方
は
市
民

優
先
枠
を
適
用
。

▪
申
込
期
限

　
４
月
25
日（
水
）

　
※
郵
送
の
場
合
は
23
日（
月
）必
着

▪
申
込

公
式
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
郵
送
に
て（
申
込
者

多
数
の
場
合
は
、抽
選
／
市
内
在
住
者

を
優
先
し
て
選
考
）

▼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
運
営
事
務

局（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
）☎
36‐６
８
８
２

１
０
０
４
８
７
６

２
０
１
８
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会

参
加
選
手
を
募
集
！

▼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
課
）☎
23‐３
５
３
１

http://w
w

w
.irago-triathlon.jp/

イベント名（市町村）
場　所 期　日 問い合わせ

花しょうぶまつり（豊橋市）
賀茂しょうぶ園

５月下旬～
６月中旬　

花しょうぶまつり実行委員会
☎（0532）51-2430

豊川市民まつりおいでん祭
（豊川市）

豊川市野球場周辺
5/26土・27日

10：00～
おいでん祭実行委員会
☎（0533）86-4101

第32回エリカカップヨットレース
（蒲郡市）

ラグーナ地区周辺海域
5/20日 蒲郡市観光商工課

☎（0533）66-1120

第１8回日本チェンソー
アート競技大会（東栄町）

東栄ドームほか
5/26土・27日 チェンソーアートクラブ

☎（0536）76-1199

芝桜まつり（豊根村）
茶臼山高原　芝桜の丘

5/12土～
6/10日

（一財）茶臼山高原協会
☎（0536）87-2345

長篠合戦のぼりまつり
第53回大会（新城市）

長篠城址周辺
5/5土・ 新城市観光協会

☎（0536）32-0022

東三河の観光イベントをご紹介します。（東三河８市町村の広報紙共同企画）

▶愛知県東三河広域観光協議会
　☎（0532）54‐1484　 http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報

１
０
０
４
９
１
２

テーマ＝渥美半島の魅力
作品＝単写真（平成30年中に撮影した
作品で未発表のもの）
賞＝渥美半島観光ビューロー会長賞、
特別賞他
申込＝渥美半島観光ビューローＨＰの
専用フォームにて／１人５点まで／写
真専用用紙へプリントアウトしたもの
とデジタルデータ（jpegのみ）
その他＝被写体が特定できる場合は
必ず了承を得ること／応募作品は返
却しません／入賞発表は、平成31年3
月にＨＰにて
※詳しくは、渥美半島観光ビューローＨ
Ｐをご覧ください。
締切＝12月31日（月）
▶渥美半島観光ビューロー
〒４４１‐３４16　東赤石5丁目74（道の
駅田原めっくんはうす内）
☎23‐３５16
http://www.taharakankou.gr.jp/

渥美半島フォトコンテスト
作品募集！　　 

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

　
熱
い
声
援
と
お
も
て
な
し
で
選
手
を
支
え

る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▪
活
動
内
容

コ
ー
ス（
沿
道
）の
整
理
、エ
イ
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
業
務
な
ど

※
活
動
内
容
や
場
所
に
よ
っ
て
活
動
時
間

が
異
な
り
ま
す
。

▪
募
集
期
限

　
5
月
18
日（
金
）（
必
着
）

▪
応
募
方
法

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、持

参
ま
た
は
郵
送・Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ
メ
ー
ル
に
て

【
申
込
用
紙
は
ス
ポ
ー
ツ
課
で
配
布
す
る

他
、大
会
Ｈ
Ｐ（http://w

w
w

.irago-
triathlon.jp/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
】

▪
申
込

　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
課
）

　
〒
４
４
１‐３
４
９
２（
住
所
不
要
）

　
☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

　

sports@
city.tahara.aichi.jp
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花
き
産
出
額
日
本
一
を
誇
る
田
原
市

の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

長
距
離
運
送

ト
ラ
ッ
ク
に

Ｐ
Ｒ
シ
ー
ト

を
貼
り
、「
日

本
一
の
花
の

ま
ち　
渥
美

半
島　
田
原

市
」を
全
国

に
向
け
て
発

信
し
ま
す
。

　
シ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
本
市
な
ら
で

は
の
風
景
で
あ
る
電
照
菊
の
夜
景
を
活

用
。文
字
部
分
に
は
反
射
材
を
使
用
し
、夜

間
時
も
目
立
つ
仕
掛
け
が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

市
内
運
送
業
者
に
よ
る
団
体「
田
原
陸

運
協
会
」の
協
力
に
よ
り
、計
40
台
の
Ｐ
Ｒ

ト
ラ
ッ
ク
が
全
国
津
々
浦
々
を
走
り
回
り

ま
す
。

▼
地
域
創
生
課
☎
27‐７
９
７
８

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

１
０
０
５
５
１
８

ト
ラ
ッ
ク
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で

田
原
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

表浜ほうべの森（谷ノ口公園）の利用
料金が変更になりました
　研修棟は4月1日から利用できます。また、公園使
用料も4月1日から変更されます。

◦炉とかまどは、新料金では鉄板の貸し出しを含む
◦1回は24時間以内
【施設などの予約方法】表浜ほうべの森管理棟へ電話
またはＦＡＸにて
【受付時間】午前9時～午後5時（休業日は除く）

▶表浜ほうべの森管理棟☎24-8901 24-8902

日時＝５月４日金・祝　午前９時３０
分～午後３時
場所＝サンテパルクたはら
内容＝植木市、用土・花苗などの販
売、フラワー教室他

❖参加者募集
【フラワー教室】
内容は表のとおり／完成作品は持
ち帰り
申込＝４月24日

（ 火 ）ま で に 電
話・ＦＡＸにて

（ＦＡＸの場合は、
住所・氏名・電話
番号・参加部門・
教室名を明記）
▶街づくり推進課
☎23‐３５２４ 22‐３８１１

第 15 回市民緑花まつり             　 1003556

教室名 時間 参加料 定員
ハンギングバスケット教室

（ドーナツバスケット）
講師 ▼ガーデリア・ジジ

 9：30～10：00
1,800円
※容器持参の方
は900円

16名
（先着順）

ハンギングバスケット教室
（スリットバスケット）
講師 ▼ガーデリア・ジジ

13：00～14：00
2,000円
※容器持参の方
は1,000円

14名
（先着順）

コンテナガーデン教室
（寄せ植え）
講師 ▼笹木里美

10：10～10：40
800円 各12名

（先着順）
13：00～13：30

ミニブーケと髪飾り教室
（カスミ草）
講師 ▼荒木英理

10：00～11：00
800円 各10名

（先着順）
12：40～13：40

プリザーブドフラワー教室
講師 ▼リュバンフローラル 11：00～12：00

1,000円

15名
（先着順）

キッズフラワー教室
講師 ▼リュバンフローラル
対象＝年長～小学生（保護者同伴）

13：40～14：40 15組
（先着順）

※持参する容器は、これまでの市民緑花まつりのハンギングバスケット教室で使用したものに限り
ます。

施設名 旧料金（～3/31） 新料金（4/1～）
研修室

（新規施設） ー 1,000円
（1時間）

野営場 ー 2,000円
（1張1回）

炉 300円
（1炉1日）

700円
（1炉1回）

かまど 400円
（1基1日）

800円
（1基1回）

テント 300円
（1張1回）

1,500円
（1張1回）
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▽
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▽
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▽
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司
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▽
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司
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

　田原市男女共同参画推進プランⅡの目標「みんなが自分らしく輝けるまち・たはら」の実
現に向けて、男女共同参画の意識を広く啓発するため、本市では毎年「男女共同参画フェス
ティバル」を開催しています。その中で、男女共同参画をテーマにした演劇公演を行うにあ
たって、役者・スタッフを公募します。「役者として舞台に立ってみたい」「人と関わり合いなが
ら何かを作り上げたい」「何かに挑戦してみたい」と思っている皆さん。自分らしく輝いてみ
ませんか。ご応募をお待ちしています。

■募集要項
【活動内容】男女共同参画フェスティバルにおいて、男女共同参

画をテーマとした演劇の公演の実施／演劇を録画、
編集してYoutubeにアップ

【公演日程】８月２６日（日）１時間程度、午前・午後２回公演
【公演場所】田原文化会館 文化ホール
【募集内容】役者・スタッフ（照明・大道具・小道具・衣装他）
【応募資格】経験・年齢不問（本市在住または在学・在勤の方を基

本としますが、その他の方もお気軽にお問い合わせ
ください）

【稽古日程】５月から週２～３日　
【協力・指導】劇団タハラジャ（田原市）
【稽古場所】田原文化会館または市役所
【応募期限】４月２７日（金）　　　
【初顔合わせ】５月２日（水）
【応募方法】企画課で配布する「市民劇団員応募フォーム」に記載の上、郵送、メールまたは

FAXにて、提出してください。応募フォームは市ＨＰからもダウンロードできます。
【問い合わせ】企画課☎23-3507　 ２３-０６６９    kyoudou@city.tahara.aichi.jp

｢たはら市民劇団員｣を募集します！

▲男女共同参画の
シンボルマーク

1005503

1003645

　明るく対話のある家庭づくりについて児童・生徒の理解を深
めるために、「家庭の日」を表現した平成29年度「家庭の日」県民
運動啓発ポスターで、童浦小学校5年の藤城咲さんが、児童の
部応募総数２０，４１４点の中から特選に選ばれました。藤城さん
のポスターは、愛知県「家庭の日」啓発ポスターおよびリーフ
レットに掲載され、県内教育機関などに配布されます。

平成２９年度
「家庭の日」県民運動啓発ポスター
児童の部で【特選】に入賞

大谷 佳輝くん
よし  き

１歳
西神戸町

鈴木 咲良ちゃん

１歳
浦町

さ　ら ま　お

川口 舞桜ちゃん

１歳
田原町

応募資格●市内在住の18歳以上の方※公務員や公職にある方、高校生を除く。
活動内容●次の中から希望するもの

①市民記者（取材・記事作成）　②インターネット（SNS）を活用した情報発信
③ＣＡＴＶ市政情報番組ナビゲーター　④イベント・風景などの撮影

募集人員●７名以内
募集期間●５月1日（火）まで（必着）
応募方法●応募用紙に必要事項を記入の上、直接持

参・郵送・Ｅメール・ＦＡＸにて
※応募用紙は広報秘書課または市ＨＰで
入手（任意の様式でも可）

選考方法●意欲などを考慮、市の選考により決定（面
談あり）

発　　表●応募者に通知の他、広報紙にも掲載
活動期間●平成31年3月末まで
謝　　礼●年1万円

▶広報秘書課☎22‐0138　 23‐1691
　 koho@city.tahara.aichi.jp

広報サポーター募集！
　「広報たはら」の紙面づくりやＣＡＴＶへの出演、インターネットを使った情報発信など、
市の広報活動に参加してみませんか？

▲広報サポーターの記事が掲載された広報

さき

田原市男女共同
参画推進懇話会

（森下）
☎32-３９６３

［投稿者］

▲特選に選ばれたポスターを
手にする藤城さん

愛知県青少年
育成県民会議
（生涯学習課）
☎23-3635

［投稿者］
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●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢
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【公演場所】田原文化会館 文化ホール
【募集内容】役者・スタッフ（照明・大道具・小道具・衣装他）
【応募資格】経験・年齢不問（本市在住または在学・在勤の方を基

本としますが、その他の方もお気軽にお問い合わせ
ください）

【稽古日程】５月から週２～３日　
【協力・指導】劇団タハラジャ（田原市）
【稽古場所】田原文化会館または市役所
【応募期限】４月２７日（金）　　　
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｢たはら市民劇団員｣を募集します！

▲男女共同参画の
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　明るく対話のある家庭づくりについて児童・生徒の理解を深
めるために、「家庭の日」を表現した平成29年度「家庭の日」県民
運動啓発ポスターで、童浦小学校5年の藤城咲さんが、児童の
部応募総数２０，４１４点の中から特選に選ばれました。藤城さん
のポスターは、愛知県「家庭の日」啓発ポスターおよびリーフ
レットに掲載され、県内教育機関などに配布されます。
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児童の部で【特選】に入賞

大谷 佳輝くん
よし  き

１歳
西神戸町

鈴木 咲良ちゃん

１歳
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田原町

応募資格●市内在住の18歳以上の方※公務員や公職にある方、高校生を除く。
活動内容●次の中から希望するもの

①市民記者（取材・記事作成）　②インターネット（SNS）を活用した情報発信
③ＣＡＴＶ市政情報番組ナビゲーター　④イベント・風景などの撮影

募集人員●７名以内
募集期間●５月1日（火）まで（必着）
応募方法●応募用紙に必要事項を記入の上、直接持

参・郵送・Ｅメール・ＦＡＸにて
※応募用紙は広報秘書課または市ＨＰで
入手（任意の様式でも可）

選考方法●意欲などを考慮、市の選考により決定（面
談あり）

発　　表●応募者に通知の他、広報紙にも掲載
活動期間●平成31年3月末まで
謝　　礼●年1万円

▶広報秘書課☎22‐0138　 23‐1691
　 koho@city.tahara.aichi.jp

広報サポーター募集！
　「広報たはら」の紙面づくりやＣＡＴＶへの出演、インターネットを使った情報発信など、
市の広報活動に参加してみませんか？

▲広報サポーターの記事が掲載された広報

さき

田原市男女共同
参画推進懇話会

（森下）
☎32-３９６３

［投稿者］

▲特選に選ばれたポスターを
手にする藤城さん

愛知県青少年
育成県民会議
（生涯学習課）
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［投稿者］
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市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ

 　
▪
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　　

自
治
会
は
、地
域
に
住
む
皆
さ
ん
が
助

け
合
い
、協
力
し
な
が
ら
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
活
動
を
行
う
、誰
も

が
参
加
で
き
る
住
民
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
団
体
で
す
。

　
田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
で

は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
地
域
を
目
指
す
た
め
、自
治
会
へ
の

加
入
を
勧
め
て
い
ま
す
。

▪
自
治
会
っ
て
大
事
？

◦
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　
子
ど
も・高
齢

者
の
見
守
り
や

空
き
巣
被
害
な

ど
の
対
策
は
、個

人
の
意
識
だ
け

で
は
効
果
が
上

が
り
ま
せ
ん
。地

域
が
一
致
団
結

し
て
、安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◦
災
害
時
の
助
け
合
い

　
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、行
政
の
支

援
も
す
ぐ
に
は
行
き
届
か
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
迅
速
な
対
応
が
で

き
る
の
は
自
治
会
の
仲
間
で
す
。

◦
お
祭
り
な
ど
の
ふ
れ
あ
い

　
自
分
の
住

ん
で
い
る
地

域
の
人
と
顔

見
知
り
に
な

る
の
は
大
事

な
こ
と
で

す
。地
域
行

事
を
通
じ
交

流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

◦
市
な
ど
か
ら
の
情
報
伝
達

　
市
の
広
報
紙
な
ど
を
自
治
会
が
協
力
し

て
各
家
庭
へ
配
布
し
て
お
り
、暮
ら
し
の

情
報
伝
達
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
少
子
化・高
齢
化
の
進
行
、ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、自
治
会

活
動
の
担
い
手
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
身
近
な
自
治
会
に
加
入
し
て
、地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、隣
近
所
と
の
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広

げ
、住
み
よ
い
地
域
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

▼
総
務
課
☎
23-

３
５
０
４

　「
お
は
な
し・お
話・お
は
な
し
の
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。（
平
成
29
年
度
市
民
協
働
ま

ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
採
択
事
業
）

　
「
田
原
市
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ・お
お

き
な
か
ぶ
」は
、「
い
つ
で
も
、だ
れ
で
も
、

時
間
が
あ
る
時
に
、参
加
で
き
る
時
間
だ

け
」を
合
言
葉
に
、田
原
市
図
書
館
に
携
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支

援
し
て
い
る
市
民
活
動
団
体
で
す
。地
域

で
育
ま
れ
た
多
く
の
昔
話
を
後
世
に
つ
な

い
で
い
く
こ
と
や
、親
子
を
は
じ
め
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
充
実
を

目
的
と
し
た
講
座
を
開
催
し
た
の
で
、そ

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
昭
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
の
会
～
紙
芝
居

で
伝
え
る『
前
日
物
語
』～　

　

た
ら
め
会
・
彦

坂
昭
市
氏
と
豊
川

流
域
研
究
会
・
山

田
政
俊
氏
を
招

き
、第
二
次
世
界

大
戦
時
、渥
美
線

電
車
が
米
軍
機
の

機
銃
掃
射
を
受
け
、成
章
高
校
の
生
徒
や

車
掌
ら
15
名
が
亡
く
な
っ
た
悲
劇
を
紙
芝

居
に
し
、お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
市
で
起
こ
っ
た
悲
劇
を
、忘
れ
る
こ
と

な
く
後
世
に
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
彦
坂

氏
ら
の
思
い
に
、参
加
者
は
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

▪
神
原
さ
ん
の
絵
本
の
話
～
絵
本
の
選

書・勉
強
会
～

　

講
師
に
前
埼
玉
県

小
川
町
図
書
館
副
館

長
・
神
原
和
子
氏
を

招
き
、絵
本
の
選
び

方
や
読
み
聞
か
せ
の

方
法
を
学
び
ま
し

た
。参
加
者
は
、「
こ
の
よ
う
な
会
は
初
め

て
で
、新
鮮
だ
っ
た
。も
っ
と
子
ど
も
と

絵
本
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
」と
意
欲
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

▪
問
い
合
わ
せ

　

田
原
市
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
お
お

　
き
な
か
ぶ（
小
澤
）

　

０
８
０‐６
９
５
５‐３
５
０
７

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会

◦防犯教室の様子

◦交流スポーツ大会の様子

◦紙芝居を読む彦坂さん

◦勉強会で使用した資料
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　中山小学校では、毎年9月下旬の土曜日に、ＰＴＡ親子ふ
れ合い活動を行っています。企画から当日の運営まで、全て
ＰＴＡ常任委員さんたちが中心となって進めています。平
成28年度は、連凧作り・連凧揚げに挑戦しました。
　平成29年度は、ＰＴＡ常任委員の方々から「運動場で、親
子が一緒になって体を動かして一汗かけることがやりたい」
と声が上がりました。そこで「親子で軽スポーツ！　絆を深
めよう!!」と銘打ち、運動場で親子が一緒になって「ジャンケ
ン列車」や「綱引き」「アジャタ（特別ルールの玉入れ）」を種目
として行いました。ジャンケン列車では、家族でつながった
状態でスタートし、他の家族とジャンケンをして最後には親
子総勢約350名が一つの列車になりました。綱引きやアジャ
タでは、4つのチームに分かれて対抗戦を行い、熱戦が繰り広
げられました。親子で一緒に体を動かし、清々しいひととき
を過ごすことができました。また、ＰＴＡ常任委員の方たち
には、企画から準備・片付けなど、大変お世話になりました。

　東部中学校では、毎年、表浜自然ふれあいフェスティバル
への参加を呼び掛けています。今年度は、平成29年12月2日

（土）に開催され、本校生徒、保護者、教職員合わせて330名ほ
どが参加しました。
　好天の中、地域の方々に混ざって、生徒たちも谷ノ口・
百 ・々大草海岸など６つの海岸で、砂浜に埋まっているごみ
や草に隠れたごみを拾い集め、爽やかな汗を流しました。地
域の漁協の方が準備してくださった地引き網にも参加し、賑
やかな歓声が浜辺に響いていました。
　清掃活動後は、表浜ほうべの森（谷ノ口公園）に集まり、懇
親会に参加しました。今回は、本校生徒有志による「東中ソー
ラン」を披露しました。「東中ソーラン」は、例年体育大会の演
技として踊っていますが、浜辺で踊るソーラン節は格別なも
のになりました。
　こうして、地域の行事に積極的に参加することで、生徒た
ちは、自分たちの暮らす地域への理解を深め、ふるさとへの
愛着をよりいっそう強くしていくと思います。

「親子で軽スポーツ！」
ＰＴＡ親子ふれ合い活動 中山小学校

「ほうべで育む郷土への愛着」
表浜自然ふれあいフェスティバル 東部中学校

◦海岸で清掃活動

◦熱戦が繰り広げられた綱引き

◦「東中ソーラン」を披露

◦ジャンケン列車をする親子
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　３月17日（土）のリニューアルオープンに先立ち、道
の駅田原めっくんはうすで内覧会が開催され、面積が
拡大した産直売り場や６次産業加工施設の見学、加工
品の試食会などが実施されました。
　４月７日（土）にはグランドオープンが予定され、新
しく生まれ変わった本市の玄関口として、多くの集客
が期待されています。

　田原福祉専門学校で平成29年度卒業
証書授与式が行われました。この日卒業証
書を受け取ったのは16名。２年間の生活で
お世話になった先生や家族、友人や後輩た
ちに感謝の気持ちやこれからの目標を伝え
ました。4月から介護福祉士として、社会へ
の第一歩を踏み出す卒業生たちのまなざし
は、希望に満ちていました。

新たな旅立ち
決意新たに

3/9
［金］

地域活性化の拠点へ
めっくんはうすが全面リニューアル

3/16
［金］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

※
学
年
は
い
ず
れ
も
出
場
時▪第17回全国小学生ソフトテニ

ス大会
（千葉県白子町［3／29～31］）
◎田原市スポーツ少年団ソ
フトテニス部

【写真左から】
石灘蒼

そ う え い

瑛くん（童浦小4年）、
坂口生

い く ま

磨くん（童浦小5年）

▪第3回全国ミズノ
カップジュニア選抜
ソフトテニス選手権
大会
（三重県四日市市［3
／29～30］）

◎田原中学校男子ソフトテニス部
【写真上段左から】大谷晃

こ う き

生さん（2年）、彦坂慶
け い じ

至さ
ん（1年）、糸栁信

し ん ご

吾さん（2年）、福井遥
は る き

己さん（1年）
【写真下段左から】石灘瑛

え に じ

虹さん（1年）、鈴木季
と き あ

吾さ
ん、牧野歩

あ ゆ き

希さん、富山琉
る き

稀さん（いずれも2年）

▲内覧会に先立ち、主催者あいさつを行う山下市長

▲土平校長より卒業証書を授与される卒業生
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　鳥羽伊良湖観光交流イベント「鳥羽ＶＳ伊
良湖勝つのはどっち？Ｖｏｌ.４」五番勝負が
伊良湖港緑地公園で開催されました。今回
の対決では、「カキと大あさりの食べ比べ」

「綱引き対決」など５つの種目が行われまし
た。結果は３勝２敗で伊良湖が見事勝利し、
次回の開催地も伊良湖に決定しました。

今年の軍配は？
海を越えた対決

3/10
［土］

～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　現在、三河田原駅周辺の整備が大き
く進んでいます。今年６月には商業施設
とまちなか広場が、来年度には出産・子
育て世代の支援を目的とする、親子交
流施設がオープン予定です。これらを活
用し、今後も本市の将来を担う子どもた
ちを育てやすいまちづくりを進めてまい
ります。
　また、今年度は世界的なビッグイベン
トである「ワールドサーフィンゲームス」や
「全国丼サミット」が開催されるなど、多

くの方が本市を訪れる年となります。
　これを機会により一層、本市の魅力を
市内外に発信できるよう、頑張ってまい
ります。

世界に輝き、将来につなぐ

　はなのき広場で田原市消防団観閲式が行わ
れ、10分団、約600名の団員が参加しました。式
では、団員が市長の観閲や服装・機械器具の点検
を受けました。その後、ラッパ隊吹奏訓練や部隊
訓練などを行い、消防団の組織力と規律を示し
ました。

地域を守る組織力
見せる団結力

3/11
［日］

▲「キャベツリレー対決」は来場者参加のイベントで会場は大いに盛り上がりました

▲市長の観閲を受ける消防団員
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※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

募
集

保
険
年
金
課
臨
時
職
員

（
管
理
栄
養
士
、保
健
師
、ま

た
は
看
護
師
）

１
０
０
５
５
０
０

募
集
人
員
：
１
名　

採
用
期
間
：

６
月
１
日
～
11
月
30
日　

勤
務

場
所
：
市
役
所　

賃
金
：
時
給

１
３
０
０
円　
申
込
締
切
：
５
月

15
日
（
火
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐４
２
７
０

田
原
市
地
域
農
業
再
生
協

議
会
臨
時
職
員

１
０
０
４
８
５
８

募
集
人
員
：
１
名　

採
用
期
間
：

５
月
７
日
～
６
月
29
日　

勤
務

場
所
：
市
役
所　

賃
金
：
時
給

９
０
０
円　
申
込
締
切
：
４
月
20

日
（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

お
し
ら
せ

地
域
学
校
協
働
本
部

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
師　
　
　

１
０
０
５
５
０
１

募
集
人
員：若
干
名　
活
動
期
間：

４
月
下
旬
～
平
成
31
年
３
月
中
旬

対
象
：
市
内
在
住
の
方
で
、
小
・

中
学
生
に
勉
強
を
教
え
る
意
欲
の

あ
る
方

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

警
察
官

募
集
種
目
：
①
警
察
官
（
Ａ
）
②

警
察
官
（
Ｂ
）　
応
募
資
格：【
①
】

大
卒
程
度
【
②
】
高
卒
程
度　
申

込
締
切
：
４
月
20
日
（
金
）

※
詳
細
は
県
警
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.pref.aichi.jp/police

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
警
察
本
部

☎（
０
５
２
）９
６
１‐１
４
７
９

「
田
原
市
生
活
学
校
」会
員

対
象
：
暮
ら
し
の
向
上
に
関
心

を
持
つ
市
内
在
住
の
方　

内
容
：

省
エ
ネ
対
策
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、

料
理
教
室
な
ど
、
暮
ら
し
を
よ
り

よ
く
す
る
た
め
の
活
動
を
実
施　

会
費
：
年
額
１
０
０
０
円

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

松
下・柳
町・東
赤
石
駐
車
場

利
用
者

場
所
：
松
下
駐
車
場
（
田
原
町
松

下
地
内
）、
柳
町
駐
車
場
（
田
原

町
柳
町
地
内
）、
東
赤
石
駐
車
場

（
東
赤
石
地
内
）　
募
集
台
数
／
使

用
料
：
表
の
と
お
り　
利
用
開
始

時
期
：
希
望
の
日
か
ら　

申
込
：

受
付
場
所
、
市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出▪
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

【
松
下
・
柳
町
駐
車
場
】

▼
㈱
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原

☎
24‐２
３
４
５

【
松
下･

柳
町
・
東
赤
石
駐
車
場
】

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
２
４

イ
ベ
ン
ト

農
業
祭　
　

１
０
０
４
８
７
８

日
時
：
４
月
29
日（
日
・
祝
）午
前

10
時
～　
場
所
：
サ
ン
テ
パ
ル
ク

た
は
ら　
内
容
：
地
元
産
の
新
鮮

な
農
産
物
や
花
木
の
販
売
、
模
擬

店
、
餅
投
げ
な
ど　
そ
の
他
：
友

好
都
市
宮
田
村
の
物
産
展
も
開
催

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25‐１
２
３
４

25‐１
２
３
５

場所／ HPID 台数（先着順） 使用料

松下駐車場
 １００3461

約40台 4,110円／月

柳町駐車場
 １００3469

約10台 4,110円／月

東赤石駐車場
 １００3471

数台 3,590円／月

平成30年4月  広報たはら │    │20

INFORMATION おしらせ



講
座

市
民
カ
レ
ッ
ジ

１
０
０
１
１
２
７

教
室
名
／
日
時
：
表
の
と
お
り　

場
所
：
田
原
文
化
会
館
（
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ー
土
曜
日
開
催
は
渥
美
文

化
会
館
、
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー

は
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
）　
定
員：

各
10
名
（
編
み
物
は
15
名
、
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ー
は
20
名
）
／
抽
選　

消
費
生
活
出
前
講
座

１
０
０
１
０
４
８

対
象
：
①
10
名
以
上
の
団
体
②
20

名
以
上
の
団
体　
日
時
：
平
日
の

午
前
10
時
～
午
後
3
時
（
そ
れ
以

外
は
要
相
談
）
で
①
30
分
～
２
時

間
②
１
時
間
～
１
時
間
30
分　
場

所
：
申
込
者
が
用
意　
内
容
：
①

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
悪
質
商

法
の
事
例
と
対
処
法
な
ど
②
落
語

家
・
漫
談
家
に
よ
る
悪
質
商
法
の

注
意
点　
受
講
料：無
料　
申
込：

各
市
民
館
、
商
工
観
光
課
、
市
Ｈ

Ｐ
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

／
②
の
締
め
切
り
は
、
開
催
日
の

１
カ
月
前

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

認
知
症
予
防
教
室１

０
０
４
８
８
４

対
象
：
市
内
在
住

の
80
歳
未
満
の
方

（
全
講
座
受
講
で
き

る
方
を
優
先
）　

日

時
：
５
月
～
平
成

31
年
１
月
の
期
間
で
９
講
座
／
初

回
は
５
月
17
日
（
木
）
午
後
１
時

申
込
：
開
講
２
週
間
前
ま
で
に
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
教
室
名
・
参
加
者
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

～
３
時　
場
所
：
赤
羽
根
福
祉
セ

ン
タ
ー　
定
員：15
名
（
先
着
順
）

受
講
料
：
無
料　
申
込
：
４
月
20

日（
金
）ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を

明
記
）

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23‐３
２
１
７

23‐３
５
４
５

東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座

１
０
０
１
１
２
７

講
座
名
：
歩
い
て
探
そ
う
東
三
河

の
宝
‐
春
編‐　

日
時
／
テ
ー
マ
／

場
所
（
現
地
集
合
・
解
散
）：
表
の
と

お
り　
定
員
：
50
名
（
抽
選
）　
受

講
料
：
無
料　

申
込
：
４
月
24
日

（
火
）
ま
で
に
電
話
に
て

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

教室名（受講料／材料費） 日時
指先で描くパステル和みアート

（1,000円／毎回500円）
初回：5／10（原則、第1木曜日／
全5回）10：00～11：00

はじめての二胡【入門】
（1,000円／500円、二胡の貸出1カ月3,000円）

初回：5／11（原則、第1・3金曜日
／全5回）14：00～15：00

自分を癒す
～愛と幸せを育むアロマセラピー

（1,000円／4,000円）

初回：5／12（原則、第2土曜日／
全5回）10：30～12：00
初回：5／17（原則、第3木曜日／
全5回）19：30～21：00

ハーバリウム体験
（600円／毎回1,600円～）

初回：5／15（原則、第3火曜日／
全3回）10：00～12：00

初心者のためのやさしいギター
（1,400円／500円）

初回：5／15（原則、第1・3火曜日／
全７回）13：30～15：00

アイシングクッキー講座
（1,000円／毎回1,500円）

初回：5／18（原則、第3金曜日／全
5回）10：00～12：00

アロマワックス
（1,000円／毎回１つ1,400円～）

初回：5／22（原則、第4火曜日／
全5回）13：30～15：30

初めてでも作れるつまみ細工
（1,000円／毎回1,000円）

初回：5／23（原則、第4水曜日／全
5回）10：00～12：00

はじめての編み物
（1,000円／約5,000円）

初回：5／31（原則、第1木曜日／
全5回）10：00～12：00

日時 テーマ
5／11金
10：00～
12：00

田原の史跡めぐり（田原市）

5／25金
10：00～
12：00

初夏のさがらを歩こう（蒲郡
市）

6／8金
11：00～
13：00

新緑のしたらを歩こう（設楽
町）
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☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

耐
震
改
修
費
に

最
大
１
４
０
万
円
補
助
金

１
０
０
０
９
２
９

▪
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

　
現
在
お
住
ま
い
の
木
造
住
宅
が

地
震
に
強
い
か
ど
う
か
を
無
料
で

診
断
し
ま
す
。（
昭
和
56
年
5
月

以
前
に
建
築
さ
れ
た
も
の
に
限

る
）

▪
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
助
成

　
無
料
耐
震
診
断
で
、
結
果
が
安

全
で
な
い
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
の

補
強
設
計
お
よ
び
補
強
工
事
を
行

う
場
合
に
、
最
大
１
４
０
万
円
を

補
助
し
ま
す
。

▪
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
助
成

　
過
去
に
木
造
住
宅
耐
震
改
修
計

画
策
定
費
助
成
を
受
け
て
補
強
設

計
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
補
強
設

計
に
基
づ
い
て
工
事
を
行
う
場
合

に
、
最
大
１
３
０
万
円
を
補
助
し

ま
す
。

▪
木
造
住
宅
解
体
工
事
費
助
成

　
無
料
耐
震
診
断
で
、
結
果
が
倒

壊
す
る
可
能
性
が
高
い
と
診
断
さ

れ
た
住
宅
を
解
体
す
る
場
合
に
、

最
大
20
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

▪
簡
易
耐
震
対
策
費
助
成

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時
：
４
月
11
日（
水
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
田
原

市
博
物
館　
内
容：展
示
解
説「
渡

辺
崋
山
と
弟
子
た
ち
」　

講
師
：

鈴
木
利
昌
（
田
原
市
博
物
館
長
）

受
講
料
：
無
料　

申
込
：
当
日
、

受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

生
活

田
原
市
野
菜
ソ
ム
リ
エ
育

成
支
援
事
業
補
助
金

１
０
０
３
６
７
３

対
象
：
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方
①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
②
４
月
１
日
以
降
に
、
一

般
社
団
法
人
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協
会

が
認
定
す
る
「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
プ

ロ
」
お
よ
び
「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
」

の
資
格
を
取
得
し
た
方　

補
助

額
：
上
限
５
万
円
（
１
名
に
つ
き

１
回
）　
定
員
：
４
名
（
先
着
順
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

介
護
職
員
初
任
者
研
修

１
０
０
４
７
６
５

対
象
：
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

で
、
義
務
教
育
を
修
了
し
た
方　

日
時
：
５
月
12
日
～
11
月
17
日
の

期
間
の
土
曜
日　
場
所
：
田
原
福

祉
専
門
学
校　
内
容
：
在
宅
、
施

設
を
問
わ
ず
、
介
護
に
携
わ
る
人

が
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
基
本
的

な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ　
定
員
：

40
名
（
抽
選
）　

受
講
料
：
４
万

円
（
受
講
開
始
日
前
に
３
カ
月
以

上
市
内
在
住
の
方
お
よ
び
市
内
で

介
護
業
務
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

業
務
に
１
年
以
上
従
事
し
て
い
る

方
は
１
万
円
）
／
テ
キ
ス
ト
代
別

途　

申
込
：
４
月
23
日
（
月
）
ま

で
に
田
原
福
祉
専
門
学
校
Ｈ
Ｐ
、

市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

http://w
w

w
.tchs.ac.jp/

　
無
料
耐
震
診
断
で
、
結
果
が
安

全
で
な
い
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
に

高
齢
者
や
障
害
者
が
居
る
場
合
、

屋
根
の
軽
量
化
や
、
部
分
的
な
耐

震
補
強
、
防
災
ベ
ッ
ド
や
、
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
住
ん

で
い
る
人

が
安
全
に

な
る
よ
う

な
対
策
に

最
大
30
万

円
を
補
助

し
ま
す
。

▪
そ
の
他

　
木
造
住
宅
以
外
の
建
物
の
診
断

や
改
修
工
事
、
特
定
既
存
耐
震
不

適
格
建
築
物
の
診
断
、
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
や
改
修
に
も
補

助
を
し
ま
す
。

※
補
助
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
建
築
課

☎
23‐３
５
２
６

22‐３
８
１
１

■交通事故防止
　本年に入り、出合い頭の事故をはじめとした
人身事故件数が増加傾向にあります。ドライ
バーの方は次のことを守って運転しましょう。
○一時停止場所は停止線の直前で確実に停
　止し、左右の確認をしてから発進しましょう
○特に交差点を右左折する場合、その先の横　
　断歩道もしっかり確認しましょう
○農作業などで短い距離しか走らない場合で
　もシートベルトは必ず締めましょう
■音楽隊巡回コンサート
　赤羽根小学校で、音楽隊巡回コンサートに
よる交通安全啓発活動を行いました。愛知県
警察は、県下の学校
を対象とした巡回コ
ンサートを行い、交
通事故防止などを
呼び掛けています。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成30年の累計

2月

●人身17件（35件）
●負傷19人（43人）
●死亡0人（1人）
●物損115件（238件）

●侵入盗1件（2件）
●乗物盗0件（3件）
●非侵入盗9件（19件）

●火災4件（7件）
●救急227件（454件）

平成30年4月  広報たはら │    │22
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畜
産
事
業
を
営
む
方
は「
悪

臭
関
係
工
場
等
の
届
出
」を

１
０
０
４
８
６
６

　
愛
知
県
の
条
例
で
対
象
と
な
る

畜
産
事
業
者
は
、悪
臭
関
係
工
場

等
の
届
出
を
毎
年
、行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
：
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
業
所
①
豚
房
の
総
面
積
が

50
㎡
以
上
②
牛
房
の
総
面
積
が

２
０
０
㎡
以
上
③
鶏
を
３
０
０
０

羽
以
上
飼
育
④
う
ず
ら
を
２
万
羽

以
上
飼
育

※
対
象
事
業
所
に
は
、通
知
と
届

出
書
を
郵
送
済
み
。届
い
て
い
な

い
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

届
出
期
限
：
４
月
27
日
（
金
）

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

環
境
保
全
補
助
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

対
象
：
環
境
保
全
事
業
に
取
り
組

む
市
民
や
事
業
者　
手
続
き
：
事

前
（
申
請
・
契
約
前
）
に
制
度
の

詳
細
を
各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
補
助
要
綱
や
申
請

様
式
は
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
注
意
事
項

　

①
～
④
は
、
平
成
31
年
３
月
29

日
ま
で
に
工
事
お
よ
び
工
事
代
金
の

支
払
い
な
ど
の
完
了
が
必
要
で
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射（
集
合
注
射
）

１
０
０
４
８
６
２

対
象
：
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方

料
金
：
新
規
登
録
と
注
射
は

６
４
０
０
円
、
注
射
の
み
の
場
合

は
３
４
０
０
円

▪
す
で
に
犬
を
登
録
し
て
い
る
方

　

３
月
末
に
届
い
た
通
知（
は
が

き
）と
、
愛
犬
手
帳
を
注
射
会
場

へ
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▪
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
た
方

　
新
た
に
生
後
91
日
以
上
の
犬
を

飼
わ
れ
た
方
は
、
注
射
会
場
で
登

録
と
注
射
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
犬
を
譲
り
受
け
た
場
合

な
ど
は
、
他
市
町
村
な
ど
で
登
録

を
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
犬

の
登
録
は
生
涯
で
一
度
だ
け
で

す
）

▪
表
の
日
程
に
都
合
が
悪
い
方

　
「
犬
の
登
録
」
と
「
年
に
1
度

の
狂
犬
病
予
防
注
射
」
は
、
法
律

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
都
合
の
悪
い
方
は
、
６

月
30
日
（
土
）
ま
で
に
必
ず
動
物

病
院
で
注
射
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐７
４
０
１

23‐１
８
３
２

補助金名 補助額（予算範囲内） 申請時期 担当課

① 排水設備工事費
融資あっせん制度

融資を受ける場合の金融機関への利息を市が負
担　※借入上限額 100 万円

工事着手前 ▼下水道課
☎23-3525

② 浄化槽雨水貯留施設
転用補助金 改造工事費× 1/2　※上限額 10 万円

③
浄化槽設置整備
事業補助金

（合併処理浄化槽）

設置費× 1/2　※上限額は下記のとおり
・５ 人槽
・７ 人槽
・10 人槽以上

33 万 2,000 円
41 万 4,000 円
54 万 8,000 円

④ 公害防除施設等
整備事業補助金 施設設置費× 15/100　※上限額 200 万円 工事着手前 ▼環境政策課

☎23-3541

⑤ 生ごみ処理容器等
設置事業補助金

購入額× 1/2　※上限額は下記のとおり
Ａ 生ごみ処理容器 （1 世帯 2 基まで）

（市内で購入時）3,500 円／基
（市外で購入時）3,000 円／基
Ｂ 電気生ごみ処理機（ 1 世帯 1 台まで）

（市内で購入時）3 万円／台
（市外で購入時）2 万円／台

（この補助金を受けて設置し、Ａは５年以上、Ｂは
７年以上経過したもので、故障などで使用不可に
なった場合は、再度申請可）

商品の支払いが
完了した日から
当該年度の3月
31日まで

▼廃棄物対策課
☎23-3538

1001012（①、②） 1000905（③、④） 1000863（⑤）　※予算がなくなり次第、受付を終了します。

開催日 時間 場所

4／5木

13：00～13：40 童浦市民館

14：00～14：30 田原文化会館
はなのき広場

14：50～15：30 衣笠市民館

4／6金
13：00～13：30 六連市民館
13：50～14：20 田原東部市民館
14：40～15：30 神戸市民館

4／9月
13：00～13：40 若戸市民館
14：00～15：00 赤羽根市民館

4／10火
13：00～13：30 田原南部市民館
13：50～14：20 高松市民館
14：40～15：20 大草市民館

4／11水
13：00～13：40 村松農業担い手

センター
14：00～14：30 泉市民館
14：50～15：40 野田市民館

4／12木
13：30～14：10 福江市民館
14：30～15：10 清田市民館

開催日 時間 場所

4／13金
13：30～14：00 西山公民館
14：20～15：00 伊良湖市民館

4／16月
13：30～14：30 中山市民館
14：50～15：40 小中山総合事務所

4／17火
13：30～14：20 和地市民館
14：40～15：30 堀切市民館

※都合の良い会場で受けてください。
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い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

田
原
市
医
師
確
保
修
学
資
金

１
０
０
２
１
１
２

対
象
：
将
来
、
医
師
と
し
て
本
市

内
の
公
的
医
療
機
関
（
厚
生
連 

渥
美
病
院
）
に
勤
務
す
る
意
志
の

あ
る
方　
申
込
資
格
：
４
月
時
点

で
、
医
学
部
大
学
生
お
よ
び
医
学

部
大
学
院
生
の
方

貸
与
人
数
：
若
干
名　
貸
与
資
金

の
種
類
と
金
額
・
期
間
：
表
の
と

お
り　
選
考
方
法
：
書
類
審
査
お

よ
び
面
接　

申
込
：
５
月
16
日

（
水
）
ま
で
に
健
康
課
、
市
Ｈ
Ｐ

に
あ
る
貸
与
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え

て
提
出
（
締
切
日
必
着
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

中
小
企
業
者
総
合
支
援
事
業

補
助
金　
　

１
０
０
４
８
７
０

　
市
内
の
中
小
企
業
者
を
総
合
的

に
支
援
し
、
創
業
の
促
進
、
産
業

の
裾
野
拡
大
、
空
き
店
舗
解
消
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
補

助
金
で
す
。

補
助
額
：
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
額
：
各
50
万
円
）

▪
創
業
支
援

対
象
：
特
定
創
業
支
援
の
認
定
を

受
け
た
方
、
ま
た
は
経
営
改
革
計

画
の
承
認
を
受
け
た
方　
対
象
経

費
：
備
品
購
入
費
（
１
つ
10
万
円

以
上
で
、
中
古
品
な
ど
を
除
く
）

▪
出
店
促
進

対
象
：
市
内
の
空
き
店
舗
を
賃
借

ま
た
は
購
入
し
て
小
売
業
、
飲
食

業
な
ど
を
開
業
す
る
方　
対
象
経

費
：
内
装
・
外
装
・
設
備
工
事
費

▪
６
次
産
業
化
等
促
進
支
援

対
象
：
農
畜
水
産
事
業
者
お
よ
び

市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
畜
水
産
物

を
活
用
し
た
事
業
を
実
施
す
る
方

対
象
経
費
：
開
発
費
、
広
告
宣
伝

費
、
展
示
会
出
店
費
な
ど

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

東
三
河
都
市
計
画
道
路　
事

業
認
可
に
係
る
図
書
の
縦
覧

１
０
０
５
４
９
５

　
都
市
計
画
法
第
62
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
、
愛
知
県
施
行
に
よ

る
東
三
河
都
市
計
画
道
路
事
業

３・４
・
22
号
田
原
中
央
線
の
事
業

認
可
に
係
る
図
書
を
縦
覧
し
て
い

ま
す
。

縦
覧
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）　

縦
覧
場
所
：
街
づ

く
り
推
進
課
（
北
庁
舎
２
階
）　

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会

１
０
０
５
５
１
５

日
時
：
５
月
12
日
（
土
）
午
後
２

時
～　
場
所
：
愛
知
県
東
三
河
建

設
事
務
所
大
会
議
室　
内
容
：
東

三
河
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
お
よ
び
保
全
の
方
針
に
つ
い
て

／
東
三
河
都
市
計
画
区
域
区
分
に

つ
い
て

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
応
募
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
健
康
課

☎
23‐３
５
１
５

23‐３
８
１
０

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
協
定
保
養
所
利
用
助
成

事
業　
　
　

１
０
０
１
１
６
２

対
象
：
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
被
保
険
者　
期
限
：
平
成
31

年
３
月
31
日　
施
設
：
表
の
と
お

り　
内
容
：
協
定
保
養
所
宿
泊
時
、

１
名
１
泊
当
た
り
１
０
０
０
円
助

成（
期
間
中
、全
保
養
所
合
わ
せ
て

４
泊
ま
で
助
成
）　
利
用
方
法
：
協

定
保
養
所
へ
申
し
込
み
時
に
被
保

険
者
で
あ
る
旨
を
伝
え
る
と
精
算

時
に
助
成　
持
ち
物
：
後
期
高
齢

者
医
療
の
保
険
証（
宿
泊
当
日
提

示
が
必
要
）、
利
用
カ
ー
ド（
初
回

利
用
時
に
協
定
保
養
所
に
て
交
付
）

▼
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
給
付
課

☎（
０
５
２
）９
５
５‐１
２
０
５

カ
ラ
ス
の
巣
作
り
に
よ
る

停
電
防
止
に
ご
協
力
を

　

毎
年
１
～
５

月
は
、
カ
ラ
ス

の
巣
作
り
時
期

で
す
。
カ
ラ
ス

は
、
巣
作
り
に

金
属
製
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
を
使
う
こ
と

が
あ
り
、
電
柱
の
上
に
巣
を
作
る

と
、漏
電
や
短
絡
（
シ
ョ
ー
ト
）
で
、

広
範
囲
な
停
電
を
発
生
さ
せ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

▪
停
電
防
止
の
た
め
の
お
願
い

・
金
属
製
ハ
ン
ガ
ー
・
針
金
な
ど

を
放
置
し
な
い

・
鉄
塔
・
電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を

発
見
し
た
ら
、
中
部
電
力
へ
連

絡
す
る

▼
中
部
電
力
㈱
田
原
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

０
１
２
０（
９
８
５
）６
３
６

所在地 協定保養所名 問い合わせ先

田原市 シーサイド伊良湖 ☎（0531）35‐1151

蒲郡市 サンヒルズ三河湾 ☎（0533）68‐4696

豊田市 豊田市百年草 ☎（0565）62‐0100

桑名市 名古屋市休養温泉ホーム
松ケ島 ☎（0594）42‐3330

東浦町 あいち健康の森
プラザホテル ☎（0562）82‐0211

名称 貸与金額 貸与期間

大学生
修学資金

月額 3０万円ま
たは 25 万円。
入学時１００万
円（１回限り）

正規の修学期間
（６年間を限度）

大学院生
修学資金 月額２０万円 正規の修学期間

（４年間を限度）
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田
原
市
観
光
事
業
者
等

提
案
事
業
補
助
金１

０
０
２
１
１
４

対
象
：
市
内
在
住
ま
た
は
事
業
所

が
あ
る
個
人
お
よ
び
事
業
者
が
３

名
以
上
で
組
織
す
る
団
体　
対
象

事
業
：
観
光
誘
客
や
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
促
進
の
た
め
の
催
事
、
観
光

客
の
利
便
向
上
や
観
光
に
関
す
る

人
材
育
成
の
た
め
の
調
査
、
研
究

お
よ
び
研
修
な
ど　
募
集
期
限
：

５
月
31
日（
木
）　
採
択
決
定
：
６

月
中
旬　
事
業
開
始
：
補
助
金
交

付
決
定
後
事
業
着
手　

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出

を
お
忘
れ
な
く 

１
０
０
１
１
５
６      

▪
国
民
健
康
保
険
か
ら
新
し
い
保

険
に
変
わ
っ
た
方　

　
就
職
や
結
婚
な
ど
に
よ
り
、本
市

の
国
民
健
康
保
険
か
ら
新
し
い
保

険
に
変
わ
っ
た
方
は
、国
民
健
康
保

険
の
喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
ち
物
：
①
国
民
健
康
保
険
の
保

険
証
②
新
し
い
保
険
証
③
個
人
番

号
が
分
か
る
も
の
（
い
ず
れ
も
喪

失
す
る
方
全
員
の
も
の
）
④
認
め

印
（
世
帯
主
以
外
が
届
け
出
を
行

う
場
合
）
⑤
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

▪
離
職
な
ど
に
よ
り
現
在
ど
の
健

康
保
険
に
も
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

　
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
必

要
で
す
。

持
ち
物
：
①
健
康
保
険
の
資
格
を

喪
失
し
た
証
明
ま
た
は
退
職
日
が

分
か
る
書
類
②
個
人
番
号
が
分
か

る
も
の
③
認
め
印（
世
帯
主
以
外

が
届
け
出
を
行
う
場
合
）④
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許

証
な
ど
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

国
民
年
金
の
手
続
き
に
は
個

人
番
号
が
必
要
で
す    

 

１
０
０
０
８
３
６

　
国
民
年
金
第
１
号
取
得
や
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
、
老

齢
基
礎
年
金
の
請
求
時
に
個
人
番

号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）が
必
要
で

す
。
個
人
番
号
の
分
か
る
も
の
を

お
持
ち
い
た
だ
き
、
各
種
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
：
国
民
年
金
第
１
号
取
得
や

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除・猶
予
、

老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
な
ど
を
さ

れ
る
方　
持
ち
物
：
個
人
番
号
の

分
か
る
も
の
、年
金
手
帳
、印
鑑
な

ど　
申
込
：
直
接
ま
た
は
年
金
事

務
所
に
て

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

税

固
定
資
産
税　
課
税
明
細
書

の
送
付　
　

１
０
０
２
７
６
６

　

５
月
中
旬
に
固
定
資
産
税
の
納

税
通
知
書
と
併
せ
て
、
お
持
ち
の

土
地
と
家
屋
の
課
税
明
細
書
を
郵

送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

１
０
０
０
７
８
２

対
象
：
①
一
定
の
障
害
の
あ
る
方

が
運
転
す
る
場
合
②
一
定
の
障
害

の
あ
る
方
と
生
計
を
と
も
に
し
て

い
る
方
が
運
転
す
る
場
合
③
一
定

の
障
害
の
あ
る
方
の
み
の
世
帯
の

た
め
、
常
時
介
護
者
が
運
転
す
る

場
合　
申
請
場
所
：
税
務
課
、
市

民
生
活
課
（
渥
美
支
所
）、
赤
羽

根
市
民
セ
ン
タ
ー　
申
請
期
限
：

５
月
31
日
（
木
）

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

自
動
車
税・軽
自
動
車
税
の

納
税
は
５
月
31
日（
木
）ま
で

　
対
象
の
方
へ
５
月
中
旬
ま
で
に

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
５
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
納

税
通
知
書
に
記
載
し
て
あ
る
金
融

機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
登
録
者
は
指
定
口
座

か
ら
引
き
落
と
し

▼
東
三
河
県
税
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）35‐６
１
３
０

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

国
民
健
康
保
険
税１

０
０
３
５
４
６

▪
仮
徴
収
分
の
納
税
通
知
書
の
送
付

　
仮
徴
収
分
の
税
額
は
、
前
年
の

所
得
額
な
ど
が
確
定
し
て
い
な
い

た
め
、
暫
定
の
税
額
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
各
納
期
の
税
額
は

表
の
と
お
り
で
す
。

▪
普
通
徴
収
の
方

　

第
１・
２
期
分
の
納
税
通
知
書

を
、
４
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

４
月
１
日
以
降
に
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
た
場
合
は
、
第
３
期

（
８
月
）に
納
税
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。

▪
特
別
徴
収
の
方

　
４
月
・
６
月
・
８
月
期
分
の
特

別
徴
収
開
始
通
知
書
を
、
４
月
上

旬
に
送
付
し
ま
す
。

▪
年
税
額
の
通
知

　
年
税
額
は
７
月
に
算
定
（
本
算

定
）
し
、
８
月
に
通
知
し
ま
す
。

※
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０

普
通
徴
収

納期
第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期
４月 ６月 ８月 ９月 10月 11月 12月 ２月

算定
額

前年度の国保
税額のそれぞ
れ1/8の税額

年税額から第１期・第２期の税額を差し引い
た残額の各納期それぞれ1/6の税額

特
別
徴
収

納期 ４月期 ６月期 ８月期 10月期 12月期 ２月期

算定
額

前年度の２月期と同額
年税額から４月・６月・８月
期の税額を差し引いた残額
の各納期それぞれ1/3の税額
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◦田原児童センターのイベント ▶田原児童センター　☎23‐4761

◦子育て支援センターのイベント ▶子育て支援課（市役所内）　☎23‐3513

ひまわりルーム・なのはなルーム＊詳細は各ルームへお尋ねください。
◆開放日：毎週月曜日～金曜日（祝日・お盆期間・年末年始を除く）※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：00～15：30※毎日11：15～手遊び、絵本の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要（直接お越しください）
◆出張子育てひろば：赤羽根福祉センター（毎週火曜日9：30～）・泉市民館（毎週金曜日9：30～）

イベント名 と　き 内　容 対　象

チャレンジ
「くるりんスキップ」 ４月17日（火）～22日（日） 片足でロープを回してリズム良く跳んでみよ

う。何回跳べるかな？ 幼児から

子育て講座ハグ 4月18日（水）10:00～ テーマ：「公園デヴューとおつきあい」
遊び、けんか、友だちづくり 幼児と保護者

おはなしポケット 4月20日（金）10:30～ 読み聞かせや手遊びをしながら、親子で楽し
い時間を過ごそう。 幼児と保護者

アイデア工作 4月24日（火）～29日（日） 廃材を利用してアイデアいっぱいの工作をし
てみよう。 小学生以上

子育て講座名 と　き ところ・連絡先 講　師 内　容

ひまわりルームへ
ようこそ！

4月19日（木）
11：00～11：30

ひまわりルーム
（稲場保育園内）☎23‐0987 ルームスタッフ

親子で楽しめるお話や手遊
び、ふれあい遊びを一緒に楽
しみましょう。

なのはなルーム
よろしくね！

4月26日（木）
10：45～11：15

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）☎38‐0760 ルームスタッフ

ルームのスタッフが楽しいお
話をします。内容は、当日まで
のおたのしみ・・・。

　田原児童センターは、高校生までの子どもが遊ぶ施設です。ルールを守ってみんなで仲良く遊びましょう。
保護者の方は、お子さんと一緒に楽しく遊んでください。

●詳しくは、児童センターだより（図書館・緑が浜公園・子育て支援課に設置、またはHP）でご確認ください。            
　 1001099

◆開館時間：9：30～12：00、13：00～17：00
◆対象：０～１８歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
※新１年生は4月15日（日）まで保護者の付き添いをお願いします。
◆休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日の火曜日）
　【4月のお休み】4月2日（月）、9日（月）、16日（月）、23日（月）

　田原市地域子育て支援センターは、親子で安心して遊べる場所を提供し、子育ての喜びや悩みを分かち合えるよ
う子育てのお手伝いをしています。いつ行ってもいい、いつ帰ってもいい、気軽に利用できる場所です。親子で遊び
ながら、育児について話をしたり、仲間づくりをしたりしてみませんか？
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◦図書館のイベント ▶中央図書館　☎23‐4946

◦その他
イベント名 とき／ところ 内　容 申　込 その他／申込先

鎧
よろい
を着てみよう
1005538

5月5日（土・祝）
9：30～12：00

田原市博物館

現代の鎧
よろいし
師が作った鎧を着

て、武士の雰囲気を体験。
参加料：無料
定員：30名（先着順）

4月7日（土）午前9時
から電話にて

▶田原市博物館
☎22-1720 22-2028

農業体験
「田植え」
1004880

5月13日（日）
10：00～

サンテパルクたはら

9月初旬には稲刈り体験。
収穫した米2kgを12月初
旬に配布。
参加料：2,000円
定員：20家族（先着順）

電話にて ▶サンテパルクたはら
☎25-1234 25-1235

イベント名 と　き ところ 対　象

はらぺこMommys
おはなし会

4月18日（水）10：30～、
11:00～

中央図書館☎23-4946
おはなしのへや 乳幼児

ちいさなおはなし会 5月2日（水）10：30～ 中央図書館
おはなしのへや 乳幼児

ぴよぴよおはなし会 5月9日（水）10：30～、
11:00

中央図書館
おはなしのへや 乳幼児

こどもブックフェスタ
連続おはなし会

4月22日（日）・28日（土）
14：00～【幼児～小学生】
4月24日（火）～27日（金）
10：30～【乳幼児】

中央図書館
おはなしのへや

幼児～小学生
乳幼児

おはなし会 4月15日（日）10：30～ 赤羽根図書館☎45-3426
こどもしつ 乳児～小学生

特別おはなし会 5月5日（土・祝）
10：30～

赤羽根図書館
こどもしつ 乳児～小学生

おはなし会 5月12日（土）14：00～ 渥美図書館☎33-1114
おはなしコーナー 乳児～小学生

特別おはなし会
4月21日（土）14:00～
4月28日（土）10：30～
5月5日（土・祝）14：00～

渥美図書館
おはなしコーナー 乳児～小学生

乳幼児のためのおはなし会 4月27日（金）10：30～ 渥美図書館
おはなしコーナー 乳幼児

　図書館では、おはなし会を開催しています。みんなで楽しい時間を過ごしてみませんか？

日時＝４月１４日（土）～５月６日（日）
場所＝セントファーレ他イベント協力店舗（中心市街地付近）
内容＝4月28日を読み方の語呂から「四つ葉の日」とし、中心
市街地の活性化を目的とした四つ葉の日イベントを開催しま
す。各店舗に四つ葉が飾られ、四つ葉にちなんだスタンプラ
リーを行います。
その他＝期間中、約50店舗に市内の園児が作成したこいのぼりの塗り絵が飾られ
ます。また、田原福祉センター近くの清谷川の空にこいのぼりが泳ぎます。
※詳しくは、HPをご覧ください。
▶（株）あつまるタウン田原☎24‐2345 http://www.tahara-tmo.com/

幸せの四つ葉の日イベント・こいのぼり展示
　　　　　　　　　　　　　　 1005516

対象＝就園前の幼児と保護者
日時＝初回：5月8日（原則、第2・第4火
曜日／全5回）10：30～11：30
場所＝田原文化会館音楽練習室
内容＝ピアノの生演奏の音楽を楽しみ
ながら、体を動かし表現します。
受講料＝1,000円（別途材料費300円）
定員＝10組（抽選）
申込＝4月２４日（火）までに電話にて
▶生涯学習課☎23‐3635 22-3811

親子リトミック教室
　　　　　　　 1001127
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

要
素
が
あ
る
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。

　

右
図
の
と
お
り
、主
に
３
つ
挙
げ
ら
れ

ま
す
が
、原
因
が
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多

く
、そ
れ
が
ご
夫
婦
の
苦
悩
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。　
「
生
命
は
人
の
意
思
で
は
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
」と
い
う
現
実
と
向

き
合
う
ご
夫
婦
に
と
っ
て
、周
囲
の
正
し

い
理
解
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

▪
不
妊
治
療
に
つ
い
て

　

ご
夫
婦
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、治
療
が

開
始
さ
れ
ま
す
。タ
イ
ミ
ン
グ
法
で
妊
娠

し
な
い
場
合
や
男
性
の
精
子
が
少
な
い
場

合
な
ど
に
人
工
授
精
を
行
い
ま
す
。人
工

授
精
で
妊
娠
し
な
い
場
合
は
高
度
生
殖
医

療（
体
外
受
精
、顕
微
授
精
の
特
定
不
妊
治

療
）へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。

不
妊
治
療
費
の
助
成
で
、夫
婦
を
支
援

し
ま
す

　
将
来
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い

る
ご
夫
婦
に
と
っ
て
、出
産
ま
で
に
か
か

る
経
済
的
負
担
は
と
て
も
大
き
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
断
念
す
る
こ
と
な

く
希
望
す
る
不
妊
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、本
市
で
は
、愛
知
県
の
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
制
度
に
加
え
、上
乗
せ
で
治
療

費
を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

▪
不
妊
と
は

　
公
益
社
団
法
人
日
本
産
科
婦
人
科
学
会

に
よ
る
と
、不
妊
と
は「
妊
娠
を
望
む
健
康

な
男
女
が
性
交
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、一
定
期
間（
１
年
間
）妊
娠
し
な
い
状

態
」の
こ
と
を
い
い
ま
す
。　

▪
不
妊
の
要
素
は
主
に
３
つ

　
不
妊
は
女
性
の
問
題
と
捉
え
ら
れ
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、男
性
側
に
も
不
妊
の

１
０
０
１
０
９
１

内側 外側

長時間座ったままで過ごす時間が増えると、膝と
骨盤の安定に関わる太ももと腸腰筋への影響が
大きいのでしっかり伸ばしましょう。

スポーツ課☎23-3531

❶壁を横にして立ち、片足立ちになっても倒れないように壁側の手を壁
につく。
❷もう一方の手で、同じ側のつま先を上に向けてつかみ、息を吐きなが
ら、かかとをお尻に近づけてキープする。
❸持った足を内側、外側へ引き寄せる。※左右３方向３０秒

●❶ ●❷ ●❸

117

不妊の主な要素

精子の数や
運動量、卵子
の数や質など

の個体差

女性の年齢 夫婦の遺伝子
の組み合わせ

主な不妊治療

タイミング法 人工授精

〔高度生殖医療〕
体外受精
顕微授精

平成30年4月  広報たはら │    │28



市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

③
市
税
に
滞
納
が
な
い
方

④
治
療
開
始
時
点
の
妻
の
年
齢
が
43
歳
未

満
で
あ
る
こ
と

※
平
成
30
年
４
月
か
ら
、治
療
に
よ
る
心

身
の
健
康
面
の
影
響
や
出
産
に
伴
う
リ

ス
ク
な
ど
を
考
慮
し
、助
成
対
象
者
の

年
齢
制
限
を
設
置
。

①
一
般
不
妊
治
療

【
対
象
治
療
】不
妊
検
査
、人
工
授
精
を
含

む
一
般
不
妊
治
療

【
医
療
機
関
】産
婦
人
科
、泌
尿
器
科
を
標

榜
す
る
医
療
機
関

【
助
成
額
】１
年
度
あ
た
り
上
限
15
万
円

【
助
成
期
間
】助
成
を
開
始
し
た
診
療
月
か

ら
２
年

②
特
定
不
妊
治
療

【
対
象
治
療
】体
外
受
精
、顕
微
授
精

【
医
療
機
関
】都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た

医
療
機
関

【
助
成
額
】１
回
の
治
療
に
つ
き
上
限
15
万

円（
愛
知
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

に
よ
り
助
成
さ
れ
た
金
額
を
控
除
し
た
額

の
上
限
15
万
円
）

【
助
成
回
数
】初
め
て
助
成
金
申
請
し
た
際

の
治
療
開
始
日
の
妻
の
年
齢
に
よ
っ
て
、

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

◦
当
該
年
齢
が
40
歳
未
満
の
方
は
通
算
６

回
◦
当
該
年
齢
が
40
歳
以
上
43
歳
未
満
の
方

は
通
算
３
回

▪
不
妊・不
育
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

不
妊
の
悩
み
は
多
様
で
、身
近
な
人
に

は
相
談
し
づ
ら
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
情
報

が
氾
濫
し
て

お
り
、正
確

な
情
報
が
得

ら
れ
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

　
愛
知
県
で
は
、「
不
妊
」「
不
育
」に
関
す
る

専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
窓
口（
電
話
相

談・面
接
相
談
）を
設
け
て
い
ま
す
。一
人
で

悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】愛
知
県
不
妊・不
育
専
門
相
談

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
２
‐
７
４
１
‐
７
８
３
０

※
面
接
相
談
は
予
約
制
で
す
。電
話
相
談

時
に
受
け
付
け
ま
す
。

【
時
間
】月
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
２
時
／

木
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
１
時
／
第
３
水

曜
日
午
後
６
時
～
９
時

　

本
市
で
は
、子
ど
も
を
望
む
ご
夫
婦
の

願
い
を
少
し
で
も
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
、

お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、特
定
不
妊
治
療
費
等
助
成
制
度

に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
、ご
夫
婦
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

▪
不
妊
に
悩
む
夫
婦
が
増
加
　

　
国
内
で
体
外
受
精
と
顕
微
授
精
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
の
割
合
は
、平
成

18
年
度
か

ら
26
年
度

ま
で
の
８

年
間
で
、１・

７
９
％
か
ら

４
・７
１
％

へ
と
増
加
し

て
い
ま
す
。

（
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
作
成
資
料

よ
り
）

　

本
市
に
お
い
て
も
、特
定
不
妊
治
療
費

等
助
成
制
度
の
申
請
件
数
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、不
妊
に
悩
む
夫
婦
は
少
な
く
な
い

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

▪
田
原
市
特
定
不
妊
治
療
費
等
助
成
制
度

　

不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
た
夫
婦
に
、そ

の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

愛
知
県
の
助
成
制
度
に
加
え
、上
乗
せ
し

て
助
成
を
し
て
い
る
市
町
村
は
、県
内
で

本
市
を
含
め
８
カ
所
の
み（
平
成
30
年
度

現
在
）で
す
。

◦
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
夫
婦

①
治
療
開
始
時
点
で
婚
姻
し
て
い
る
法
律

上
の
夫
婦
で
あ
る
こ
と

②
夫
婦
の
一
方
ま
た
は
両
方
が
本
市
に
住

所
が
あ
る
こ
と

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

 4月22日（日） 菜の花内科クリニック ☎22‐7777
仲谷歯科 ☎23‐2327

 4月29日（日・祝）
河合医院 ☎22‐6133
きまた眼科 ☎23‐1092
清栄歯科クリニック ☎33‐0657

 4月30日（月・振）
かわせ小児科 ☎22‐1230
まち眼科 ☎22‐2710
田原歯科クリニック ☎23‐1626

 5月 3日（木・祝） 昭和医院 ☎32‐3749
伊藤歯科医院 ☎22‐1104

 5月 4日（金・祝） ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
金田歯科医院 ☎24‐1800

月　日 当直医 電話番号

 4月 1日（日）
永井医院 ☎22‐0227
ふくい眼科 ☎22‐5878
藤井歯科医院 ☎45‐2123

 4月 8日（日）
北山クリニック ☎23‐3946
かんべ整形リハビリクリニック ☎24‐2252
木村歯科医院 ☎22‐0404

 4月15日（日） あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
かわい歯科 ☎24‐0080
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在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方
に
補
助
券

な
ど
を
交
付
し
ま
す

▪
家
族
介
護
用
品
購
入
補
助
券

　
対
象
の
方
に
紙
お
む
つ
な
ど
の
購
入
に
使
え

る
補
助
券
を
交
付
し
ま
す
。

※
１
：
介
護
保
険
施
設
入
所
者
を
除
き
ま
す
。

※
２
：
要
介
護
者
が
、
要
介
護
４
ま
た
は
５
の

４
月
か
ら「
平
成
30
年
度
分
福
祉
タ
ク

シ
ー
料
金
助
成
券
」な
ど
を
交
付
し
ま
す

【
対
象
】

　
市
内
在
住
で
平
成
31
年
３
月
31
日
時
点
で
70

　
歳
以
上
の
方

【
内
容
】

　
次
の
①
～
④
の
中
か
ら
１
つ
を
選
べ
ま
す
。

①
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券

　
３
０
０
０
円
分
×
２
冊

②
福
祉
回
数
乗
車
券　
※
バ
ス･

電
車
券

　
３
０
０
０
円
分
×
２
冊

③
複
合
券

　
計
６
０
０
０
円
分

福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券
、
福
祉
回
数
乗

車
券
、
田
原
市
ぐ
る
り
ん
バ
ス
回
数
券
購
入

助
成
券
の
中
か
ら
２
つ
を
選
び
ま
す
。

④
元
気
パ
ス
購
入
助
成
券

　
６
０
０
０
円
分
×
１
枚

【
出
張
交
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　
４
月
上
旬
に
各
市
民
館
で
出
張
交
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
３
月
下
旬
ご
ろ
発
送
す

る
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
外
出
や
通
院
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

方
で
、
見
守
り
や
支
援
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
居

住
系
施
設
に
入
所
し
て
お
ら
ず
、
介
護
者
お
よ

び
要
介
護
者
が
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
場
合
は
、
東
三
河
広
域
連
合
が
給
付
す
る
介

護
用
品
購
入
補
助
券
の
給
付
対
象
と
な
り
ま

す
。（
条
件
に
よ
っ
て
は
対
象
外
の
場
合
あ
り
）

月
額
８
３
０
０
円（
年
９
万
９
６
０
０
円
以
内
）

▪
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
券

【
対
象
】

　

要
介
護
３
、４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ
た
在

宅
の
方
で
、
理
髪
店
や
美
容
院
に
出
向
く
こ
と

が
困
難
な
方

【
内
容
】

　
５
０
０
０
円
分
の
訪
問
理
美
容
券
を
、
年
間

最
大
３
枚
交
付

▪
申
請
先

　

高
齢
福
祉
課
（
市
役
所
北
庁
舎
）、
赤
羽
根

市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
生
活
課
（
渥
美
支
所
）

　
必
要
な
方
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎
23‐
４
６
５
４

23‐
３
５
４
５

対象 条件 内容

要介護１または 2 の方
を介護している家族

要介護者が医師の診断によ
り失禁が認められ、かつ、
介護者と要介護者ともに前
年度市民税非課税世帯に属
する場合※１

介護用品購入補助券を
２万円分交付

（10 月以降は１万円分）

要介護３以上の方を介
護している家族 なし※１

介護用品購入補助券を
４万円分交付

（10 月以降は２万円分）
要介護４または５の方
を介護している家族

要介護者が要介護４または
５の方で※１，２に該当し
ない場合

平成30年4月  広報たはら │    │30



広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～４/13金
田原市消防団観閲式
鳥羽vs伊良湖 勝つのはどっち？

４/13金～４/27金
赤羽根診療所開設
山北保育園閉園式

４/27金～５/11金
道の駅 田原めっくんはうす
グランドオープン
戦没者追悼式

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

月・振

※この番組表は有料広告として掲載しています。
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カーネーション
（花／出荷時期：9月～6月）

母の日に贈る花として親しま
れています。本市の産出額
は県内2位で、約510万本が
出荷されています。

花ことば

母への愛、生きた愛情

アジサイ
（鉢花／出荷時期：3月～5月）

土の酸度で色が変わること
が花ことばの由来です。本市
の産出額は県内1位。約138
万鉢が出荷されています。

花ことば

移り気、冷淡

農政課  ☎23-3517

花 鉢

25

今月の 4月の

❼
ト
ー
ス
タ
ー
で
焦
げ
目
が
付
く
ま
で
焼
い
た
ら
出

来
上
が
り
。

▪
調
理
の
ポ
イ
ン
ト

　
箸
で
も
食
べ
や
す
い
よ
う
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
最
初
に

刻
む
の
が
お
す
す
め
で
す
。
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
は
作
り

や
す
い
分
量
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
余
っ
た
場
合
は

パ
ス
タ
ソ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ウ
イ

ン
ナ
ー
や
ス
ラ
イ
ス
し
た
ゆ
で
卵
を
加
え
て
も
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
お
か
ず
に
な
り
ま
す
。

　
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
こ
と
で
、
歯
ご
た
え
を
残
し

な
が
ら
べ
た
つ
き
を
抑
え
、
ソ
ー
ス
と
絡
み
や
す
く

し
ま
し
た
。
ラ
ザ
ニ
ア
を
キ
ャ
ベ
ツ
で
代
用
す
る
こ

と
で
、
糖
質
オ
フ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
な
り
ま
す
。

▪
野
菜
の
特
徴

　
春
キ
ャ
ベ
ツ
は
柔
ら
か
く
、
軽
く
て
水
分
が
多
い

の
が
特
徴
で
す
。
み
ず
み
ず
し
さ
を
生
か
し
た
サ
ラ

ダ
や
炒
め
物
、
浅
漬
け
な
ど
に
ぴ
っ
た
り
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
、
Ｋ
、
Ｕ
と
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
で
、
胃
の
粘

膜
の
保
護
や
抗
酸
化
作
用
に
優
れ
て
い
ま
す
。
食

物
繊
維
も
豊
富
な
の
で
、
便
秘
解
消
に
も
役
立
ち

ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
の

一
大
産
地
・
田
原
市

の
春
キ
ャ
ベ
ツ
を
食

べ
て
、
体
の
中
か
ら

健
康
に
な
り
ま
し
ょ

う
！（
レ
シ
ピ
作
成

者　
ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美  

小
久
保
千
絵
）

春
野
菜
を
楽
し
も
う
！

【
春
キ
ャ
ベ
ツ
の
ラ
ザ
ニ
ア
風
】

❶
春
キ
ャ
ベ
ツ
は
葉
を
３
㎝
角
ほ
ど
に
刻
む
。
軸
の

部
分
を
切
り
取
り
、
み
じ
ん
切
り
に
し
て
分
け
て

お
く
。耐
熱
皿
に
刻
ん
だ
キ
ャ
ベ
ツ
を
入
れ
、ラ
ッ

プ
を
し
て
電
子
レ
ン
ジ
（
６
０
０
ｗ
）
で
２
分
加

熱
す
る
。

❷
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
を
作
る
。
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
と
み

じ
ん
切
り
の
ニ
ン
ニ
ク
を
加
え
、弱
火
で
熱
す
る
。

ニ
ン
ニ
ク
の
香
り
が
立
っ
た
ら
、
み
じ
ん
切
り
の

タ
マ
ネ
ギ
と
❶
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
軸
を
加
え
、
中
火

で
炒
め
る
。
し
ん
な
り
し
た
ら
ひ
き
肉
を
加
え
、

色
が
変
わ
る
ま
で
炒
め
る
。

❸
❷
に
ト
マ
ト
缶
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー

ス
を
加
え
る
。

❹
沸
騰
し
た
ら
火
を
弱
め
、15
～
20
分
ほ
ど
煮
込
む
。

❺
グ
ラ
タ
ン
皿
に
❶
の
キ
ャ
ベ
ツ
１
／
３
を
敷
き
詰

め
、
そ
の
上
に
❹
を
半
分
の
せ
、
ピ
ザ
用
チ
ー
ズ

を
の
せ
る
。

❻
❺
を
も
う
一
度
繰
り
返
し
、
残
り
の
キ
ャ
ベ
ツ
と

チ
ー
ズ
を
の
せ
る
。

【
材
料　
大
き
め
の
グ
ラ
タ
ン
皿
１
枚（
４
人
分
）】

キ
ャ
ベ
ツ
５
枚（
２
０
０
ｇ
程
）、タ
マ
ネ
ギ
中
１
／

２
個
、合
い
び
き
肉
２
０
０
ｇ
、ニ
ン
ニ
ク
１
欠
片
、

ト
マ
ト
缶（
カ
ッ
ト
）１
缶（
４
０
０
ｇ
）、ピ
ザ
用
チ

ー
ズ
適
量
、サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
２
、ケ
チ
ャ
ッ
プ
大

さ
じ
２
、ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
大
さ
じ
２
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キ
ャ
ベ
ゾ
ウ・か
い
く
ん
の

み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災・減
災

23

37

▼
大
雨
警
報・洪
水
警
報
の
危
険
度
分
布
を
知
ろ
う

▼
渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
２
人
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原
市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介

　
こ
ん
に
ち
は
、し
ろ
ち
ゃ
ん
で
す
。

　

気
象
庁
は
、大
雨
で
洪
水
と
浸
水
害

が
発
生
す
る
危
険
性
を
予
測
し
て
、地

図
上
に
５
段
階
の
色
別
で
示
す「
危
険

度
分
布
」の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、土
砂
災
害
や
浸
水
害
、洪
水
の

危
険
度
が
高
ま
っ
て
い
る
場
所
を
知
り
、

命
を
守
る
た
め
の
情
報
で
す
。

　
こ
れ
を
見
る
と
、自
ら
の
地
域
に
迫
る

危
険
度
の
高
ま
り
を
一
目
で
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。危
険
度
は
、黄
色
→
赤
色

→
薄
い
紫
色
→
濃
い
紫
色
の
順
に
高
く

な
り
ま
す
。

◎
ど
こ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
？

　
「
大
雨
警
報（
浸
水
害
）の
危
険
度
分

布
」「
洪
水
警
報
の
危
険
度
分
布
」「
土
砂

災
害
警
戒
判
定
メ
ッ
シ
ュ
情
報
」は
、気

象
庁
Ｈ
Ｐ
で
確
認
で
き
ま
す
。（
市
Ｈ
Ｐ

に
リ
ン
ク
先
あ
り
）

　
ど
の
場
所
が
ど
の
く
ら
い
危
険
な
の
か

が
、目
で
見
て
分
か
る
よ
う
に
な
って
い
ま

す
。大
雨
の
際
の
情
報
入
手
、避
難
な
ど

の
判
断
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

▼
防
災
対
策
課
☎
23‐３
５
４
８

ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
桜
並
木
は
昼
間

と
は
違
い
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気

で
、夜
の
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
お
す
す

め
で
す
。

★
滝
頭
桜
ま
つ
り

　

滝
頭
公
園
で
は
、４
月
８
日（
日
）に

「
滝
頭
桜
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

３
０
０
０
本
の
桜
の
中
で
春
を
感
じ
な

が
ら
、甘
酒
の
ふ
る
ま
い
や
屋
台
村
、投

げ
餅
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
Ｈ
Ｐ
や
キ
ャ

ベ
ゾ
ウ
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム「
キ
ャ
ベ
ス

タ
グ
ラ
ム
」も
よ
ろ
し
く
き
ゃ
べ
☆

１
０
０
２
１
７
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

★
桜
の
ス
ポ
ッ
ト

　

春
に
は
各
地
で
桜
が
咲
き
乱
れ
ま

す
。本
市
の
お
花
見
の
お
す
す
め
ス

ポ
ッ
ト
は
、滝
頭
公
園
、田
原
市
博
物

館
、清
谷
川
沿
道
、初
立
池
公
園
沿
道
な

ど
で
す
。滝
頭
公
園
で
は
山
桜
や
芝
生

広
場
に
広
が
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
、

約
３
０
０
０
本
の
桜
が
出
迎
え
て
く
れ

ま
す
。広
い
園
内
は
ゆ
っ
た
り
と
散
策

で
き
、小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
で
も
楽

し
め
ま
す
よ
。

　
清
谷
川
沿

道
で
は
、桜

が
咲
い
て
い

る
期
間
中
、

午
後
５
時
か

ら
10
時
ま
で

ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、お
す
す
め
の

お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
を
紹

介
す
る
き
ゃ
べ
☆

今
年
は
、桜
の
開
花

が
早
く
て
桜
ま
つ
り

に
は
散
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
ら
ご
め
ん

き
ゃ
べ
☆

意味 行動の例　※1

極めて危険 この段階になる前に、避難や２階への移
動など安全確保行動を完了する

非常に危険 周辺の状況を確認し、各自の判断で屋内
の浸水が及ばない階に移動する

警戒　※2
安全確保行動をとる準備をして早めの
行動を心掛ける。高齢者などは速やかに
安全確保行動をとる

注意 浸水害では、地下を通る道路に近づかない
今後の情報
等に留意 周囲の状況や、今後の雨の降り方に注意

●大雨警報（浸水害）の危険度分布の
色分けイメージ

※1　「大雨警報（浸水害）の危険度分布」の例に関わらず、市から避難勧告な
どが発令された場合は、速やかに避難行動をとってください。
※2　市から避難準備・高齢者等準備情報開始が発令されうる状況です。

●「大雨警報（浸水害）の危険度分布」の色に応じた
住民の皆さんの行動の例

▲清谷川沿いの桜のライトアップ
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
  4月▶2日月、9日月、13日金、16日月
　　　 23日月
  5月▶1日火、7日月、11日金、14日月
　　　 21日月、2８日月
 

◎こどもブックフェスタ開催！

　 4月23日の「子ども読書の日」にあわせて各図書館で
“こどもブックフェスタ”を開催します。

▼期間＝4月21日土～5月10 日木

【中央図書館】

▼対象＝乳幼児～小学生

▼ 内容＝連続おはなし会や大画面で見る上映会、セ
ルフ工作、「明治150年」にちなんだ特集展示、ベスト
リーダー展示、クイズなど

▼中央図書館☎23-4946

【赤羽根図書館】

▼対象＝乳幼児～小学生

▼内容＝動物に関する本の展示、セルフ工作、特別おは
なし会など

▼赤羽根図書館☎45-3426

【渥美図書館】

▼対象＝乳幼児～小学生

▼ 内容＝特別おはなし会や乳幼児のためのおはなし
会、図書館クイズ、セルフ工作、おすすめコーナーなど

▼渥美図書館☎33-1114

　セルフ工作は３館共通の「へ
んしんグッズをつくろう！」で
す。各図書館でいろいろなへん
しんグッズが作れますよ！
　詳しくは、図書館で配布して
いるチラシまたはＨＰをご覧く
ださい。

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．渡辺崋山が描いたというクジラの絵が見た
い。できれば大きめの資料がいい。
◎調べるキーワード

「渡辺崋山 」「 クジラ 」
A．図書館の目録を
キーワードで検索しま
したが、該当する資料
は見つかりませんでし
た。過去に田原市博物
館で開催された渡辺
崋山に関する企画展
の図録を調べたところ、『渡辺崋山とその師友展』
に掲載された「客参録」に描かれていることが分か
りました。大きな絵で見たいとのことでしたので、

『定本＊渡辺崋山第２巻（手控編）』で調べたとこ
ろ、見つけることができました。
◎調べた本

『渡辺崋山とその師友展』　田原町博物館/編　田
原町博物館　A721.251/ﾜ

『定本＊渡辺崋山第２巻（手控編）』　渡辺崋山/画
郷土出版社　L721/ﾜ

▲セルフ工作のイメージ

●中央図書館
　一　般▶4月14日土～5月10日木 「懐かしの」
　子ども▶4月14日土～5月10日木 「どんな時代に 
 いってみたい？」
●赤羽根図書館
　一　般▶4月14日土～5月10日木 「模様替え」
　子ども▶4月14日土～5月10日木 「どうぶつ大集合」
●渥美図書館
　一　般▶4月14日土～5月10日木 「もやもやしたら、
 本を読もう」
　子ども▶4月14日土～5月10日木 「わんわん。にゃんにゃん。 
 ぴょんぴょん。ころころ。」

『ちょっとマニアックな図書館
コレクション談義　ふたたび』
内野安彦・大林正智／編著　樹村房　
014.1/ｳ

本市図書館の司書が一部執筆していま
す。本を選ぶ思いが満載！！

『小学校の生活』
はまのゆか/絵　学研プラス　376/ﾊ

小学校ってどんなところかな？
優しいイラストで小学校の生活が紹
介されています。お子さんと一緒に読
んでみてください。
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其の
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　　　文化財課 　２2-1720
（博物館）　 ２２-2028

木
と
人
と
の
関
わ
り

　
本
市
で
は
平
成
19
年
度
に
『
た
は
ら
の

巨
木
・
名
木
１
０
０
選
』
の
冊
子
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
に
は
、
地
域
自
慢

の
巨
木
・
名
木
が
写
真
、
位
置
図
、
解
説

と
共
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
内
容
を
み

る
と
、
大
き
さ
や
、
古
さ
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
で
親
し
ま
れ
て
い
る
か
も

選
定
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
寺

社
や
学
校
の
木
が
多
く
選
ば
れ
た
の
も
そ

の
よ
う
な
理
由
で
し
ょ
う
。

　
過
去
に
も
紹
介
し
た
江
戸
時
代
の
地
理

書
『
村
奉
行
手
控
』『
た
は
ら
記
』
な
ど

に
も
、
名
木
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
多
広
孝
の
田
原
城
攻
め
の
と
き

（
１
５
６
４
年
）、
加
治
砦
か
ら
発
さ
れ
た

大
筒
の
玉
を
防
い
だ
中
部
小
学
校
の
裏
手

の
田
原
城
の
土
塁
に
生
え
て
い
た
千
貫

松
、
徳
川
家
康
が
車
を
止
め
て
観
賞
し
た

車
止
め
の
桜
（
加
治
町
）、
田
原
城
主
戸

田
忠
昌
が
褒
め
た
殿
松
（
南
神
戸
町
）、

田
原
城
主
三
宅
康
勝
が
新
田
の
視
察
を
し

た
御
見
立
松
（
浦
町
）
な
ど
は
名
前
の
由

来
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、名
前
が
あ
る
木
は
相
生
松（
加

治
町
）、
物
見
松
（
芦
町
）、
蛇
松
（
野
田

町
）、
水
神
大
松
・
久
神
松
（
仁
崎
町
）、

児
玉
松
（
豊
島
町
）、傾
城
松
（
神
戸
町
）、

左
近
松
（
東
神
戸
町
）、
御
槍
立
松
・
御

継
言
松
・
御
弓
立
松
（
高
松
町
）、
松
地

蔵
松
（
赤
羽
根
町
）
が
あ
り
ま
す
。
二
俣

ノ
松
（
大
久
保
町
）
は
記
録
に
も
「
同
所

山
下
道
通
リ
ノ
名
木
也
」
と
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、『
渥
美
町
の
伝
説
』
に
も
、
家

康
が
荷
物
を
掛
け
た
中
山
町
の
「
鬼
松
」

（
お
荷
松
）、
鎧よ

ろ
いを
掛
け
た
山
田
町
泉
福
寺

の
「
鎧
掛
け
の
松
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
名
木
は
そ

の
後
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
伝
説
と
し
て
残

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
記
録
の
名
木
は
松
ば
か
り

で
、
由
来
が
示
さ
れ
て
い
る
木
は
家
康
な

ど
偉
人
に
関
わ
る
も
の
で
す
。
松
は
神
が

降
り
、
人
々
の
繁
栄
の
象
徴
な
ど
畏
敬
の

対
象
で
す
し
、
木
材
や
燃
料
を
は
じ
め
と

す
る
有
用
な
木
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も

身
近
な
木
と
し
て
、
名
木
の
対
象
に
な
り

や
す
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
大
き
な
木
と
い
え
ば
、
古
老
に

聞
く
と
、
必
ず
昭
和
34
年
（
１
９
５
４
）

の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ
て
こ
と
ご
と
く
倒

れ
枯
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
地
域
に
親
し
み
を
持
っ
て
名
前
で
呼

ば
れ
た
名
木
も
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
現
在
残
る
巨
木
は
、
被
害
に
遭
わ

な
か
っ
た
数
少
な
い
も
の
な
の
で
す
。

　
白
谷
町
の
八
柱
神
社
の
ス
ダ
ジ
イ
に
関

す
る
聞
き
取
り
で
は
、「
大
き
な
洞う

ろ

が
ト

ン
ネ
ル
の
よ
う
で
、

そ
こ
を
く
ぐ
っ
て

よ
く
遊
ん
だ
も
の

だ（
現
在
は
な
い
）、

シ
イ
の
実
を
木
か

ら
揺
り
落
と
す
の

は
高
学
年
、
拾
う

の
は
低
学
年
、
あ

の
木
は
ま
る
で
竜

の
よ
う
に
見
え
る

よ
」
な
ど
、
次
か

ら
次
へ
と
思
い
出
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。人
々
の
記
憶
に
は
ま
だ
ま
だ「
名

木
」
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　
本
の
巻
頭
の
あ
い
さ
つ
に
「
人
々
の
思

い
出
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
地
域
を
象
徴
す

る
樹
木
の
歴
史
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
お

り
、
巨
木
・
名
木
は
人
が
関
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
ま
れ
ま
す
。
巨
木
・
名
木
の
存

在
は
、
そ
の
土
地
の
自
然
と
文
化
の
共
生

の
証
で
す
。

　
こ
の
本
の
改
訂
版
が
４
月
に
発
刊
さ
れ

る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

（
増
山
）

た
は
ら
の
自
然
め
ぐ
り
Ⅱ

『
た
は
ら
の
巨
木
・
名
木
１
０
０
選
』

【
問
い
合
わ
せ
先
】

街
づ
く
り
推
進
課
☎
23‐３
５
２
４

●昭和50年代に枯れた「ドウツン松」（中山町）
かつてはこのような名木がたくさんありました

●八柱神社のスダジイ（白谷町）
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お散歩の楽しかった様子が伝わってきま
す。お花がきれいに描けましたね。

切り紙を広げるときワクワ
クしたよ。

き　　  がみ      ひろ　　　　　

さん　ぽ       たの　　　　　　　　よう  す　　　つた　

評好きな色紙を使って楽しく作れました。
すてきな模様ができましたね。

す　　　　　 いろ がみ　　 つか　　　　 たの          つく

評

高松保育園

鈴木竜誠くん（6歳）

高松保育園

渡邊優利菜ちゃん（6歳）

絵の具を上手にぼかし
て、朝の空を鮮やかに描
けました。海で遊ぶ姿も
楽しそうです。

評切ってできた木片の形
から、イメージを広げて
立体的にくまやうさぎを
作ることができました。

評 福江小学校3年

小久保大和くん

福江小学校2年

高畑律希さん
 りつ　 き

工作

みんなとお散歩に行ってお
もしろかったよ。

さん　ぽ　　　 い　　　　　

成清満貴子先生

や　ま　と

ゆ　　り　　な

水彩画

りゅう せい

※4月から二人とも新一年生になりました。

はな　　　　　　　　　　　か も  よう

▼
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
４
月
。今
ま

で
１
番
小
さ
か
っ
た
１
年
生
が
新

１
年
生
を
一
生
懸
命
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
姿
は
、と
て
も
ほ
ほ
笑
ま
し

く
、そ
し
て
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

（
Ｓ・Ｈ
）

【
表
紙
の
写
真
】六
連
小
学
校
の
新
１
年
生
体
験
入
学

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成30年3月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 30人 死亡 67人

転入 169人 転出 147人

増減 -15人

総人口 63,071人

男性 31,887人

女性 31,184人

世帯数 22,371世帯

※増減は2月中です

今月　納税・使用料の

国民健康保険税
（第1期分）

介護保険料
（第1期分）

水道料・下水道使用料金
（2・3月分）

5月1日　納期限

4月25日口座引落日

火

水

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

98.4%
（51,006千㎥）

平成30年3月23日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
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成
30年

4月
号
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